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SB-700 と使用説明書について 



お 

使 

い 

に 

な 

る 

前 


ニコン SB - 700をお買い上げくださいまして、まことにありびとうございま 
す。 

ご使用の前にこの「使用説明書」をよ<お読みになり、内容を充分に理 
解してから正しくお使いください。 


画知日たいことの探し方 


9目次 


I 徊 A-11) 


操作方法、発光モード、撮影機能など、項目別に探せます。 


目の別かんたん検索か！5 


仙 A -9) 


名称や用語び分からなくてち、使いたいことや知りたいことから探せます。 


索引から 


(口 H -25) 


英数字、五十音順の索引か5探せます。 


9故障かな？と思った5か S 


動作びおかしいとさや警告表示び出たとさに役立ちます。 


么安全上のごミ主意_ 

安全にスピードライトをお使いいただくために守っていたださたい内容 
び記載されています。スピードライトをお使いになる前に必ずお読みく 
ださい。詳しくは口 A -14 〜 A -21 をご覧ください。 
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I 付属品をご確認 < ださい 


□ スピードライトスタンド AS -22 

□ソフトケース SS - 700 


□バウンスアダプター SW -14 H 

□ 使用説明書（本書） 

お 

□カラーフィルター SZ -3 TN 

□ 作例集 

使 

(電球用） 

□ 保証書 

い 

に 

□カラーフィルター SZ -3 FL 

□ 登録のご案内 

な 


(堂光な用) 
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SB -700 と使用説明書について 


■ SB -700 について_ 

SB -700 は、ニコンク U エイティブライティングシステム 〔 CLS ) 対 
応のカメラとの組みをわせに最適化された、ガイドナンバー28 (ISO 
i 100 • m ) /3弓 （ISO 20日- m ) (照射角 35 mm 、 FX フォーマット、スタ 
ンダード配光時、20む）の高性能スピードライトです。 

も 

る 


この「使用説明書」は、 SB - 700と CLS 対応カソラ、 CPU レンズ（口 A -5) 
との組み合わせを前提に説明しています。 

ご使用の前に使用説明書をよくお読みになり、内容を充分に理解してか 
5正しくお使いください。 

- CLS 非対応一眼レフカメラとの組み合わせについ订まに LS 非対応一眼 
レフカメラ使用時」（の F -1) をご覧ください。 

• i - TTL 対応ニコンデジタルカメラ 〔00 LPIX ( P 5100、 P 5000、 E 8800、 
E 8400) との組み合わせについては「ニコンクールピクスとの組み合 
わせについて」（口 G -1) をご質ください。 

•別冊の「作例集」は SB -700 の機能を生かして撮影した作例写真とライ 
ティングについて説明しています。 

-カメラの機能や設定については、ご使用のカメラの使用説明書をご覧く 

ださい。 
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FX フォーマット/ DX フォーマットのニコン デジタルー眼 レ 
フカメラ （ D 1 シリーズ、 D 100 を除く）、 F 6、 ニコン デジタル 
カメラ C 00 LPIX ( P 7000、 P 6000) 


I 使用説明書について 












广 本文中のマークについて- 

[5 製品の故障や撮影の失敗を防ぐためにを意していたださたい 
ことを記載しています。 

因 製品を使用ずる際に巧っておいていただをたいこと、便利な i 
情報やヒントを記載しています。 

m 使用説明書上で関連情報び記載されているページです。 を 

V _ノ查 

刖 

因 CPU レンズの見分け方 

CPU レンズには CPU 信号接点びあります。 



CPU 信号接点 



IX ニッコールレンズとの組み合わせでは使用 
でさません。 


因使用説明書の取り扱いについて_ 

-この使用説明書および作例集の一部または全部を無断で転載することは、 
固 < お断0いたします。 

. 使用説明書の内容び破損などによって判読でさなくなったときは、下記 
のホームページから使用説明書の PDF ファイルをダウン□ー ドでさます。 
http://www.nikon-irnaqe.com/support/manual/ 

-二〕ンサービス機関で新しい觸説明書を購入することもできまず(有料)。 
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SB -700 と使用説明書について 



お 

使 

い 

に 

な 

る 

前 


I 用語と表記について 

初期設定： ご購入時に設定されている機能やモードの設定状態でず。 
ニコンクリエイテイブライテイングシステム （ CLS ) :ニコンのスピード 
ライトとカメラの先進的なデータ通信方式により、さまざまなスピード 
ライト撮影機能を巧能にしたシステムです。 

酉己光タイプ： 画面中央と周辺の光量差の制御タイプ。スタンダード配光、 
中央部重点 g 日光、巧費配光の3タイプび選が巧能です。 

FX / DX フォーマット（撮像節囲）： ニコンカ;ラの撮影画面サイズ 。 FX 
フォーマット (36 X 24) と DX フォーマット (24 X ]6)の2つびありまず。 
ガイドナンパーに N ) :スピードライトの発光量をおす値。 GN = スピー 


ドライトから被写体までの距離 （ m ) X 絞り値 （ F ) で表わします (ISO 


100の場合)。 


照射角： スピードライトの光び照射される角度です。 


調巧距離： スピードライトの光で適正露出び得られる、スピードライト 
から被写体までの距離です。 


調光節固： 調光距離の範囲です。 

調光捕正： スピードライトの発光量を意図的に変えて、主要被写体の 
明るさを変えることをいいます。 


i - TTL 調光モード： モニター発光を巧って被写体からの反射光をカメラ 
び測光して、スピードライトの発光を制御します。 


モニター発光： 被写体か5の反射光を測光するために、本発光の直前 
に巧われる極めて短時間の発光です。通常、本発光と区別して目視 
することはでさません。 
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バランス調光 （ i - TTL - BL 調巧）：被写体と背景光のバランスを考慮して m 
発光量を制御します。 r 

スタンダード i - TTL 調光：背景光を考慮せず、主要被写体び基準露光量1 
になるよラに発光量を制御します。 お 

マニュアル発光モード：撮影者び任意の発光量と絞0値の組み合わせで^ 
露出を設定でをる発光モードです。 に 

距離優巧マニュアル発光モード：スピードライトから被写体までの距離を S 
設定すれば、カメラの設定に含わせて適正な発光量をスピードライトび 
自動的に設定するマニュアル発光モードです。 

1段：シャッタースピードや絞0値の変化量の単位。1段変化すると、力 
メラび取り込む光の量は2倍、または1/2になります。 

EV (Exposure Value :露出値）： シャッ タースピードや絞り値び1段変 
化すると、 1 EV 変イヒします。 

ワイヤレス増な撮影：ワイヤレスで複数のスピードライトを同時発光 
させる撮影です。 

マスターフラッシュ （ま灯）：増打撮影時に、 U モートフラッシュに 
指示を送るスピードライトです。 

リモート フラッシュ （捕助灯）：マスターフラッシュからの指示を受け 
て発光ずるスピードライトでず。 

アドバンストワイヤレスライティング撮影： CLS 対応のワイヤレス 
増打撮影。マスターフラッシュか5複数の U モートフラッシュの 
グループの発光を制御でをます。 
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クイックワイヤレスコント□—ルモード撮影： U モートフラッシュを A 、 
目の2つのグループに分けて、簡単に光量比び設定できる増'な撮 
影モードでず。 

SU -4 タイプのワイヤレス増灯撮影；特に動きび速い被写体に適してい 
るワイヤレス増灯撮影です。 


SB -700 と使用説明書について 


お使いになる前に 
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目的別かんたん検索 

使いたいことや知りたいことから、記載ページを簡単に探せます。 


■撮影について-1 ( S 目-700を 力;< ラのアクセサ U - シューに接続して使巧ずる) 


使いたいこと-知りたいこと 

キーワード 

m 

発光モードを巧りたい 

発光モード 

C -1 

いちばん簡単な手順で撮影したい 

撮影の基本ステップ 

B -5 

人物び弓1去立つポートレートを撮りたい 

中央部重点配光 

E -2 

横に並んだ大勢の人の記念写真を撮りたい 

均質配光 

E -3 

後ろの壁に映る該を消して撮該したい 

バウンス撮影 

E -4 

ライティング状態を確認してから撮影したい 

モデ U ング発光 

E -25 

主要な被写体を明る <(暗 <) して撮影したい 

調光補正 

E -20 

壁光灯や電球の該響を緩和して撮影したい 

カラーフイルター 

E -14 

スピードライトの光に色をつけて撮影したい 

カラーフイルター 

E -16 

暗い被写体をオートフオーカスで撮りたい 

AF 補助光 

E -23 

人物と背景の夜景の両方ををれいに 

ス□ーシンク □ 

E -29 

撮りたい 

(ス□-シヤッター)撮該 

人物の直びホくならないよラに撮影したい 

赤目軽減発光撮該 

E - 30 

〔 LS に対応していない一眼レフカメラと 

CLS 非対応一眼レフ 

F -1 

組み合わせて使いたい 

カメラ使用時 

ニコンクールピクスと組み合わせて 

ニコンクールピクスとの 

G -1 

使いたい 

組み合わせ 
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目的別かんたん検索 



■撮影に ついて-2 ( SB -700 をワイヤレスで使巧する） 


使いたいこと-知りたいこと 

キーワード 

圧] 

複数のスピードライトを使って撮影したい 

アドバンストワイヤレス 
ライティング 

D -2、 

D -9 

簡単な手順でワイヤレス増む撮影したい 

クイックワイヤレス 
コント□-ルモード 

D -13 

動をび速いちのをワイヤレス 
増な撮影したい 

SU -4 タイプ 

D -3、 

D -17 

ワイヤレス増な撮影びでさるニコン 
クールピクスと組み合わせて使いたい 

CLS 対応 

ニコンクールピクス 

G -1 
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I 目次 


お使いになる前に 

SB -700 と使用説明書について 

目的別かんたん検索 . 

ま全上のごミ主意 . 

ご確認、ください . 


D 操作方法 

各部の名称 . 

撮影の基本ステップ . 

設定と表おについて . 

カスタム;>< ニューについて 


〇 発光モード 

iJTL 調光モード . 

マニュアル発光モード . 

距離優先マニュアル発光モード 



お使いになる前に 


2 9 4 2 
トト T J 
A A 


15 2 3 
B B 


T 6 

G G 


G 
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目次 


ワイヤレス増'灯撮影 

SB -7 日日のワイヤレス増灯の仕組み . D -1 

SB -7 日日のワイヤレス増な撮影機能 . D -4 

マスターフラッシュとしての言受定 . D -6 

1」モートフラッシュとしての言受定 . D -8 

アドバンストワイヤレスライティング撮影の手順 . D -9 

クイックワイヤレスコント□-ルモード撮影の手順 . D -13 

SU -4 タイプのワイヤレス増打の言受定 . D -17 

I 」モートフラッシュについて . D -21 

ワイヤレス増巧撮影時の状況確認について . D -24 


主な機能 

酉己光タイプ切り換え機旨目 . E -2 

バウンス撮影 . E -4 

近距離撮影 . E -11 

カラーフイ J レターを使用した}最影 . E -14 

撮影をサポートする機能 . E -20 


• 調光浦正 

-オートパワーズーム 
- AF 補助光 
• テスト発光 
-モデリング発光 
-スタンバイ 
•過熱防止 
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カメラ側の設定による}最影機能 . E -28 

-オート FP 八イスピードシンク□撮影 
• FV □ック撮影 

• ス□-シンク□(ス□ーシャッター）撮影 
-赤目軽減駕光撮影/赤目軽減ス□ーシンク □ 

(ス□ーシャッター）撮影 
-後幕シンク□撮影 


CLS 非対応一眼レフカメラ使用時 … W 


〇 ニコンクールピクスとの 

組み合ねせについて . G -1 


〇 使用上のごま意-資料 

故障かな？と思った5 . H -1 

ガイドナンノく一と絞り f 直、距離について . H -6 

お手入れについて . H -7 

電池についてのご注意 . H -9 

表示ノくネ J レについて . H -10 

ファームアップの方';去 . H -11 

使用できるアクセヴ U -. H -12 

1±様 . H -14 

索引 . H -25 

アフターサービスについて . H -30 
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S 


お使いになる前に 


















I まを上のごを意 

E ご使用の前に「安全上のごま意」をよくお読みの上、正しくお使いくだ 
さい。この「安全上のごま意」は製品を安をに正し<使用していただを、 
あなたや他の人々へのち害や財産への損害を未然に防止するために、重 
+、要な内容を記載しています。お読みになった後は、お使いになる方がい 
使つでも見6れるところに必ず保管してください。 

ド表示と意昧は次のよラになっています。 

な 


A 

を巧 

この表示を巧視して、誤った取0扱いをずる 
と、人び死 t または重傷を負ラ可能性び高い 
と想定される内容を示していまず。 

A 

警告 

この表示を無視して、誤った取0扱いをする 
と、人が死 t または重傷を負ラ可能性が想定 
される内容を示しています。 

A 

を意 

この表示を無視して、誤った取0扱いをする 
と、人が傷害を負ラ可能性が想定される内容 
および物的損害の発生が想定される内容を示 
していまず。 
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お守りいただく内容の種類を、巧の絵表示で区分し、説明しています。 


給表示の例 

A 

A 記号は、注意（警告を含む）を促ず内容を告げる 
ちのです。図の中や近< に具体的なま意内容（左図 
の場合は感電注意）が描かれています。 


G ) 記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を 
告げるちのです。図の中や近<に具体的な禁止内容 
(左図の場合は分解禁止）が描かれていまず。 

€ 

•記号は、行為を強制ずること（必ずすること）を 
告げるちのでず。図の中や近<に具体的な強制内容 
(左図の場合は電池を取0出ず）が描かれています。 


A を巧スピ-ドライトにっし、て 

ク S を険 

電池か日ちれた液が目に入ったときは、すぐにきれい 

なかで洗い、医師の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷害を与える原因となります。 

ク S を険 

電池からちれた液が皮膚や巧服に付いたとさは、 
すぐにされいな水で洗ラこと 

そのままにしてお<と、皮膚びかぶれた0ずる原因となり 
まず。 


お使いになる前に 
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まを上のごを意 


A 警告スピ-ドライ H こついて 

嗓分ぉ禁止 

分解したり修理-改造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてケガの原因となります。 

接触禁止 

崖^ずぐに修 
M 理依頼を 

落下などによって破損し、内部が露出したとさは、 

露出部に手を触れないこと 

感電したり、破損部でケガをずる原因となります。 

電池、電源を抜いて、販売店またはニコンサービス機関 
に修理を依頼して < ださし、。 

電池を取 

ずぐに修 
V 理依頼を 

熱くなる、煙が出る、こげ臭いなどの異常時は、 
速やかに電池を取り出すこと 
そのまま使巧すると火災、やけどの原因となります。 
電池を取り出す際、やけどに十分ま意してください。 
電池を抜いて、販売店またはニコンサービス機関に修理 
を依頼してください。 

® 難け 

水につけたり、水をかけたり、雨にめ！ 5 したりしない 
こと 

発火したり感電の原因となります。 

&禁止 

引火-爆発のおそれのある場所では使用しないこと 
プ□バンガス、ガソ U ンなどの引火性ガスや粉塵の発生 
ずる場所で使巧ずると、爆発や火がの原因となりまず。 

(\) 発光禁止 

まの運転者等にむけてスピードライトを発光しない 
こと 

事故の原因となりまず。 

(\) 発光禁止 

スピードライトを人の目に近づけて発光しないこと 

視力障害の原因となりまず。 

特に乳幼児を撮影するとさは ImiU 上離れてください。 

(\) 発光禁止 

発光部を人体やものに密着をせて発光させないこと 

やけどや発火の原因とな 0 まず。 


お使いになる前に 
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A 警告スピ-ドライトについて 

^ 巧管を意 

幼児の口に入るルさな付属品は、幼児の手の届かないと 
ころに置<こと 

幼児の飲み込みの原因となりまず。 

万一飲み込んだ場をは直ちに医師にご相談ください。 

A 警告 

使用説日月書に表示された電池を使用すること 

正しい電池を使巧しないと、液ちれ、破裂、発义の原因 

となります。 

&禁止 

新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる 
電池をまぜて使用しないこと 

液をれ、破裂、発火の原因となります。 

&禁止 

マンガン乾電池、アルカリ電池、リチウム電池は 
非充電式電池ですので、充電しないこと 

液をれ、破裂、発火の原因となりまず。 

ク S を険 

ニッケル水素電池などの充電式電池の充電は、メーカー 
指定の充電器で、付属の注意事項を守って巧ラこと 
「+」「一」を逆にしての逆充電、電池が熱いままの充電 
はしなし' 1 こと 

破裂、発火、液もれの原因となりまず。 


お使いになる前に 
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まを上のごを意 


A ま意 スピ-ドライ H こつし、て 

感電を意 

めれた手でさわらないこと 

感電の原因になることびありまず。 

巧营を意 

製品は幼児の手の届かない所に置くこと 

なめて感電したり、ケガの原因となることびありまず。 

A 注意 

強い衝撃を与えないこと 

巧部が故障し、破裂、発火の原因になることびありまず。 

お剤清掃 
ツ 禁止 

シンナーやベンジンなどの有機溶剤を使ってふかない 
こと 

防虫スプレーの液剤を製品に收さつけないこと 
また、ナフタリン、障脳の入った場所に保管しないこと 

プラスチックケースび割れて火災や感電の原因となること 
びあ 0 まず。 

か電池を 
K 取る 

保管するときには電池を外すこと 
発火、液ちれの原因となることびありまず。 


A を巧電池にっし、て 

A を険 

電池からちれた液が目に入ったときは、ずぐにをれい 

な水で洗い、医師の治擦を受けること 

そのままにしておくと、目に傷害を与える原因となります。 


A を巧ニッヶル水素な電池にっし、て 

&禁止 

電池を火に入れたり、加熱しないこと 
液をれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

獲分解禁止 

電池をショート、分解しないこと 

液をれ、発熱、破裂の原因とな0まず。 


お使いになる前に 
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A を换ニッケル水素巧電池について 

&禁止 

新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる 
電池をまぜて使用しないこと 

液をれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

A 警告 

電池の「+」と「一」の向さを間違えないよラにする 
こと 

液をれ、発熱、破裂の原因となります。 

A を険 

専用充電器を使用すること 

液をれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

ク S 危険 

ネックレス、ヘアピンなどの金属製のちのと一緒に持 
ち運んだり保管しないこと 

ショートして液をれ、発熱、破裂の原因となります。 

ク S を険 

電池か日ちれた液が皮膚やを服に付いたとさは、すぐ 
にされいな水で洗ラこと 

そのままにしておくと、励實びかぶれたりずる原因とな0まず。 


A 警告電刷 こっし、て 

A 警告 

電池に表示された警告*ま意を守ること 
液をれ、発熱、発火の原因となります。 

A 警告 

使用説日月書に表示された電池を使用すること 

液をれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

A 警告 

外装チューブをはがしたり、キズをつけないこと 
また、が装チューブがはがれたり、キズがついている 
電池は絶巧に使用しないこと 

液をれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

巧 管を意 

電池は幼巧の手の届かないところに置くこと 
幼児の飲み込みの原因となりまず。 

万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にごホ目談ください。 


お使いになる前に 
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まを上のごを意 


A 警告電池 にっし、て 

g 

、 水かけ 
リ 禁止 

水につけたり、濡らさないこと 

液をれ、発熱の原因とな0まず。 


A 警告こッヶル水素ち電ぉにっし、て 

^使用禁止 

変色•変形、その他、今までと異なることに気づいた 
とさは使用しないこと 

液をれ、発熱の原因となりまず。 

A 警告 

充電の際に所定の充電時間を超えてち充電が完了しな 
い場合には、充電をやめること 

液をれ、発熱の原因となりまず。 

A 警告 

電池をリサイクルするときや、やむなく廃棄するときは、 
テープなどで接点部を絶縁すること 
他の金属と接触すると、発熱、破裂、発火の原因とな D ます。 
お住まし)の自治体の規則に従って、正しく廃棄してくださし、。 


A 警告 リチウム 電お、 アルカ |」電册 〔ついて 

&禁止 

電池を火に入れたり、加熱しないこと 
液をれ、発熱、破裂の原因とな0まず。 

感 巧ぉ禁止 

電池をショート、分解しないこと 

液をれ、発熱、破裂の原因となります。 

&禁止 

新しい電池と使用した電池、種類やメーカーの異なる 
電池をまぜて使用しないこと 

液をれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

A 警告 

電池の「+」と「一」の向きを間違えないよラにする 
こと 

液をれ、発熱、破裂の原因とな0まず。 


お使いになる前に 
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A 警告 1」チウム電お、アルカリ電地こついて 

&禁止 

充電式電池喊外は、充電しないこと 
液をれ、発熱の原因とな0まず。 

A 警告 

電池を廃棄するとをは、テープなどで接点部を絶縁す 
ること 

他の金属と接触ずると、発熱、破裂、発火の原因となりまず。 
お住まいの自治体の規則に従って、正しく廃棄してくださし、。 


A ミち意ニッケル水素充電刷こついて 

A を意 

電池に強い衝撃を与えたり、投げたりしないこと 

液をれ、発熱、破裂の原因となりまず。 


A ま 意電刷 こっし、て 

A を意 

連続発光後は電池の発熱にま意すること 

電池び発熱していて、やけどの原因となります。電池を 

交換ずる際には、ま意してください。 


A 警告 アルカ IJ 電刷こついて 

€譜を 

使い切った電池はすぐに器具から取り出すこと 

液をれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

A 警告 

電池からちれた液が皮膚や巧服に付いたときは、すぐ 
にきれいな水で洗ラこと 

そのままにしてお<と、皮膚びかぶれた0ずる原因となり 
まず。 


お使いになる前に 
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ご確認 < だをい 

画が話書について 


P 本製品には「保証書」び巧いていまずのでご確認ください。 r 保証書」は、 
お買い上げの際、ご購入店か5お客様へ直接お渡しすることになってい 
i まず。おず「ご購入年月日」「ご購入店」び記入された保証書をお受け 
取りください。「保証書」をお夏け取りにならないと、ご購入1年し U 内 
な の保証修理び受け5れないことになります。お賣け取りにならなかった 
I 場合は、ただちに購入店にご請求ください。 

圓カスタマー登録_ 

下記のホームページか日カスタマー登録びでさます。 

https://reg.nikon-imaqe.com/ 

付属の r 登録のご案內」に記載されている登録コードをご用意ください。 


I カスタマーヴポート 

下記のホームページで、ヴポート情報をご案内しています。 

http://www.nikon-image.com/support/ 
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■ 大切な撮影の前には試し撮日を _ 

大切な撮影（結婚式や海外旅行など）の前には、必ず試し撮りをしてス 
ピードライトび正常に機能することを事前に確認してください。本製品 
の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用および利益喪失等に 
関する損害等）についての補償はご容赦願います。 


誦本製品を安むしてお巧いいただ<ために 



お 

使 

い 

に 

な 

る 

前 


本製品は、当社製のカメラ及びアクセサリーに適合するよラに作られて 
おりますので、当社製品との組み合せでお使いください。 

-他社製品や模做品と組みをわせてお使いになると、本製品の充分な性 
能び発揮でをないほか、事故-故障などび起こる可能性びあります。 
その場を、当社の保証の対象外となりますのでごミ主意ください。 
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操作方法 


る部のを荷 i 




















1. フラッシュヘッド 

2. フラッシュヘッド□ック辭除ボタン CmE -5) 

3. ワイヤレスリモートセンサー窓（口 D -21) 

4. 電地ぶた 

5. 電地ぶた□ック解除ボタン（口 B -5) 

6. キャッチライト反射板 （ mE -10) 

7. ワイドパネル CmE -12) 

8. 発光パネル 

9. カラーフィルター巧出スイッチ 

10. バウンスアダプター検出スイッチ 

11. レディーライト（リモートモード時） （ mD -24) 

12. AF 補助光位 E -23) 

13•外部 AF 補助光接点 （ mH -13) 

14. □ックピン 

15. カメラ連動接点 

16. 取付け脚 


操作方法 
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を部のち称 


17. フラッシュヘッド上下回乾角度目盛（田 E -5) 

18. フラッシュヘッドをち回乾角度目盛（田 E -5) 

19. レディーライト（の B -11、 D -24) 

20 •表示パネル （ mB -12、 H -10) 

21. □ック レバー （ mB - の 
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23. [ ZOOM ] ポタン 

照射角を切り換えます。的 E -22) 

24•テスト発光ボタン 

テスト発光びできます。 (□ E -25) 

25. [ MENU ] ボタン 

カスタムメニュー画面を表示します。 
的 B -13) 

26. セレクターダイヤル 

反転表おされた項目の設定を変更し 
ます。№12) 

2ス配光タイプセレクター 

配光タイプを切り換えまず。（の E -2) 


29. □ック解除ボタン 

ワイヤレス増なモードの マスター モード 
/ U モートモードを設定する際は、この 
ボタンを巧しなびらスイッチを回します。 
的 D -6、 D -8) 

30. 電源スイッチ/ワイヤレス増巧モードス 
イッチ 

-電源の ON / OFF を設定しまず。 

. ワイヤレス増む撮影時のマスター 
モード/1」モートモードを設定します。 
的 D -6、 D -8) 

31. [ OK ] ボタン 

還おした設定を確定します。（の B -12) 
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撮露の基本ステップ 

SB -700 と CLS 対応カメラとの組み合わせ時の、 i - TTL 調光モードを使っ 

た撮影の基本的なステップを説明しています。 

巧連続発光についてのご注意 

-発光部び過熱するのを防ぐため、連続駕光は15回でいったん発光を 
止めて、発光部を10分政上、自然;令却してくださし、。 

•連続発光を断続的に繰り返した場合は、内部の安全機構び働さ、発光 
間隔び最大で15砂程度まで長くなることびあります。この状態から 
さらに連続発光を行ラと、「高温検出警告画面」に変わり、一時的に 
すべての操作びでさなくなります （ i ^ E -27)。 この場をは数分間、発 
光を止めると警告画面び消えて、通常の操作びでさます。 

-安全機構び作動ずるまでの時間は、周囲温度传 SB -70 日の発光量によ 
つて異なります。 


電ぉを入れる 



〇電池ぶた n ック解除ボタンを押しなが5、 
電池ぶたをスライドさせて開ける 



0 + —表示の向きに電池を 
入れる。 

€) 電池ぶたを押さえなぴ5、 
スライドさせて閉じる 
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• 使用電池別の最短発光間隔、発光回数等については「仕様」をご覧く 
ださい。（口 H -24) 

-アルカ U 電池はメーカーにより性能び大きく異なることびあります。 

- 1.5 V マンガン単3お電池のご使用はおすすめしません。 

巧電池についてのごま意 

「安全上のごミ主意」の「危険」、「警告」、「ミ主意」 （ mA -18 〜 A -21) の 
ミ主意事項をお守りください。 

「電池についてのごミ主意」 （ mH -9) をよくお読みの上、内容を充分に 
理解してから正しくお使いくださし、。 

1」チウム単3形電池は発熱時に出力電流を抑える機能を備えているため、 
連続凳光すると発光間隔び長くなることびあります。 


圓使用できる電池_ 

次の同じ種類の単3形電池4本を使いまず。交換の隙は、4本とち新品 
電池をお使い < ださい。 


操作方法 
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撮影の基本ステップ 
圓電池交換の目ま 



電源 ON や発光後、レディーライト点灯までの時間び次のよラに遅<な 
つたら、 早めに新しい電池に交撰または充電してください。 


1.5 V アルカリ単3お電池 

10秒政上 

1.5 ViJ チウム単3お電池 

10砂攻上 

1 .2 V ニッケル水素単3お充電池 

10秒政上 


■電池容量不足画面 



電池容量び不足すると、表示パネルび左の 
画面に変わり、すべての動作び停止します。 
新しい電池に交換または充電してください。 
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ステップ 2 


カメラに取日付ける 



OSB -700 およびカメラの電源 
OFF を確認ずる 


0 □ックレバーび左（白丸）にあ 
ることを$害話！ずる 

0取^^け脚をアクセヴリーシユー 
に差し込み、奥まで押し込む 




〇 □ツクレイ（一をちに L の位置ま 
で回ず 

。□ツクの確認_ 

□ックレバーび 止まり、 □ック 機構の指 


標び合っていることを確認してください。 
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撮該の基本ステップ 

圓カメラか6の取かし方 

OSB -700 およびカメラの電源を 
OFF にしてから、□ックレパー 
を左に 90° 回し、 取付け脚をゆ 
っ <0引さ抜< 

•取付け脚び引を抜けない場合は、をラ 
-度、□ックレバーを左にいっぱしなで 
回して占、5ゆつ < 0弓 I さ巧いて < ださい。 
•無理に引を巧かないでください。 





フラッシュヘッドを設定する 



〇フラッシュへッドを正面に設定 
ずる 

•フラッシュへッドは正面で□ックさ 
れます。 


フラッシュへッドの状態表示 







正面に設定されている。 

フラッシュへッドび正面し U 外に設定され 
ている。〔上方、左ちバウンス表示） 

フラッシュへッドび下方向に設定されて 
いる。（下方バウンス表示） 
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画面表示例 

•次の画面は、 i - TTL 調光モード、 DX フ オー マット、スタンダード配光、 
ISO 感度100、照射角 35 mm 、 絞り値 F 5.6 の場合の表示例です。 

-表示は、 SB -700 の設定や使用するカメラ、レンズによって異なります。 



SB -700 の発光 
に関する表示 


SB - 700の状態 
を表示 


ド' 


調光範囲 


CLS 対応カメラ 
に接続中 


DX フ オー 7 ツ 


照射角 


ステップ4 



電ミ届を ON にする 

OSB -700 およびカメラの電源、を 
ON にずる 



操作方法 
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撮該の畳本ステップ 

発制-ドを設定し、撮霞する 



〇モードセレクターを [ TTU に 
合わせる 



0 SB -7 OO またはカメラのフアイ 
ンダー内のレディーライトの点 
口を確認して、撮影ずる 



操作方法 
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設定と表示について 

表おパネルのアイコンは各種設定状態を表わし、発光モードや設定状態 
によって異なります。 

- [ SEL ] ボタン対甲すと、設定や変更びできる項目び反転表示に変わります。 
-反転表示された内容は、セレクターダイヤルで設定や変更びで定ます。 
-各種設定は、基本的に次の方法で変更でさます。 


[ SEL ] ボタンを押すと設定や 
変更びでさる項目です。設定 
や変更びでさる項目び2つが 
上あるとをは rSEU び表示 
されます。 


〇 [ SEU ボタンを押して、変更したい項目を反転表示させる 
0セレクタ ー ダイヤルを回して、設定を選択ずる 
©[0 K ] ボタンを押して、設定を確定ずる 

-確定した項目び通常の表示に戻ります。 

- [0 K ] ボタンを巧さなし)場合は、約8秒び経過すると設定び確定します。 
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iilTTLIlBLI - 
[rsisrao] 

化瞧 

8 

<0.6-5.4 m 1 

甲 

黑 m 35 0^ 

1 雨 



操作方法 















カスタムメニューについて 


表示ネルで確認しなびら、各種の設定びでさます。 

-表示されるアイコンは、組み合わせるカメラや SB - 700の設定によって 
異なります。 

-網目の枠の項目は、設定しても設定內容び反映されない状態であるこ 
とを示しています。 


I カスタムメニュの一設定方法 



OCMENU ] ボタンを巧して、 
カスタムメニュー画面にずる 

©セレクターダイヤルを回し 
て設定したい項目を選び、 
[ OK ] ボタンを押ず 

-反転表示の項目び設定でさます。 
設定中は反転表示されます。 


カスタムメニュー項目 



反乾表示の設定項目 
の位置（全11項目中 
の位置)。設定操作 
中は表示されません。 
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設定び反映されない項目は網目の枠になります。 


























©セレクターダイヤルで設定巧 
容を選び、 [0 K ] ボタンを巧ず 

-選択中は反転表示されます。 

- [0 K ] ボタンを巧すと、項目選 
お画面に戻ります。 


選択でをる設定内容 



►は現在の設定内容 


©[ MENU ] ボタンを押して、カスタムメニューを終了 
ずる 

-通常の表示に戻ります。 



操作方法 
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カスタムメニューにごいて 
圓カスタムメニュー項目の詳細 

-太字は初期設定です。 



カラーフィルターの 設定 （口 E -17) 

着色用フィルターのカラーを設定します。 

， FILTER 1 


RED : m 


BLUE : 青 

BLUE 

YELLOW :黄 

YELLOW 

AMBER 

AMBER : 肌色 

OTHER 

OTHER : その他（上の4色し以外のカラーフィルターを使用 


する焉合） 


も REMOTE 1 

リモートフ ラッシュけ甫助口 ） の設定 （の D -1、 D -17) 

SU-4 

Advanced : アドバンストワイヤレスライテイジグ 

SU -4： SLM タイプのワイヤレス増灯 



サウンドモニターの設定 （口 D -24) 

1 ょ 1 

ワイヤレス増口撮影での U モートモード時のサウンドモニタ 


一を設定しまず。 

nilTH 

ON ： 鳴る 

OFF 

OFF ： 鳴らない 


操作方法 
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表示バネルのコントラストの設定 （田 H -10) 

設定できるコントフストは弓段階で、グつフで表巧します。 

1 LCD け 1 


+ 

9段階の5段 目 


1 stbvQ 1 

スタンパイ機能の設定 （邱 -26) 

自動的に待機（スタンバイ）状態になるまでの時間を設定 
します。 

40 

AUTO ： カメラの半巧しタイマーと連動 

4日： 40砂 

—- :スタンバイ機能觸除 



FX / DX フオーマットの設定 （の A -6) 

1 FX/DX 1 

照射角のマニユア J レ設定時の FX / DX フオーマットを設定 


します。 

"出 m "— 

FX 一 DX :カメラに合わせて自動切0換え 

FX 

FX : FX フオー マット (36 X 24) 

DX 

DX : DX フオーマット （24 X 16) 


1圆 I 1 

マニュアル発光量のステップ幅の設定 （田 C -9) 
マニュアル発光モード時の発光量 M VI と 1/2 の間のステッ 
プ幅を設定します。 

1/3 EV 

1/3 EV :1/3 段刻みで変化 

1 EV :1 段剩ヒ 


操作方法 
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1 m/ft 1 

距離表示単位の設定 

om 

m : メ ートル 

行：フイート 


1 flF* 1 

AF 補助光の設定 （口 E -24) 

OFF 

ON : AF 巧田]巧を•顆射 

OFF ： AF 補助光の照射禁止 


1 VER . 1 

ファームウエアパージョン表示 （田 H -11) 

6.XXX 



RESET 1 

カスタムメニューリセットの設定 

カスタムメニュー項目の初期設定への1」セットを実行します。 
( r 距離表お単位の設定」、「カラーフィルターの設定」、 
「ファームウェアバージョン表示」を除く） 

VES 

YES ： 初期設定にリセット 

No : y セツトしなし、 


操作方法 
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巧巧モード 


i - TTL 調巧モード 


モニター発光を行って被写体か5の反射光をカメラで測光して、カメラ 
びスピードライトの発光量を制御する調光方式です。 

- i - TTL 調光モードでの撮影手順は、「撮影の基本ステップ」をご覧ください。 
征 B -5) 


i - TTL 調光モードは、装着したカメラの設定によって BL (バランス） 
調光またはスタンダード調光にな0ます。 SB -700 で選択することはで 
さません。 



i-TTL-BL 調光 


被写体と背景光のバランスを考慮して発光量を制御する、バランス調光で 
を行います。圧狂眶□び表示されます。 L 


スタンタード i-TTL 調光 


背景光を考慮せず、主要被写体び基準露光量になるよラに発光量を制御 
します。主要な被写体を強調した撮影に最適です。正正!び表示されます。 


C -1 








i - TTL 調がモード 

因カメラの測光モードと i-TTL 調光モードについて 

- i - TTL - BL 調光時に力;><ラの測光モードをスポット測光に切り換えると、 
自動的にスタンダード i - TTL 調光に切り替ります。 

-スポット測光か6マルチパターン測光、中央部重点測光に戻すと、 
i - TTL - BL 調光に戻ります。 


発光モ—ド 


C -2 



〇モードセレクターを 
[TTL] に合わせる 


i-TTL 調光モード時の表示例 

み：モニター発光を巧います。 
[TTQ : i - TTL 調光を行います。 
m - バランス調光を巧います。 


治 ITTUBLI 

'0.6-5.4 m 

盟 m 35 mm 



■ i - TTL 調がモードの設定方法 


発光モ—ド 


■? 沪祖 

に8 4 21 
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i-TTL 調光モード時の調光節囲 

調光範囲は数字とインジケー 
ターで表示されます。 

-スピードライトから被写体 
までの距離は、調光範囲内 
に設定してくださし、。 

-調光範囲は FX / DX フオー 
マット、配光タイプ、 IS 日 
感度、照射角、絞り値に 
よって異なります。詳細 
は「仕様」をご覧ください。 
畑- 17) 

因 ISO 感度、絞り値、焦点距離の自動設定 

〔 LS 対応カメラ、 CPU レンズとの組みをわせ時は、 ISO 感度、絞り値、 
焦点距離などの力:>< ラやレンズの情報は SB -700 に自動的に設定されます。 
- ISO 感度連動範囲の詳細は、カメラの使用説明書をご質<ださい。 



近距離側の調光限界 


i - TTL 調がモード 


発光モ—ド 
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巧光量不足警告び出た s 



-発光直後にカメラのファインダー 
内および SB -70 日のレディーライ 
卜び約3秒間点滅した場合は、撮 
影に必要な光量び不足している巧 
能性びあります。 

-スピードライトか5被写体までの 
距離を短くする、絞り値を開放側 
にする、 ISO 感度を上げるなどし g 
て、撮影し直してください。 光 

• TTL 調光アンダー表示と、光量不 I 
足量の目安となるアンダー量び、 

約3抄間表示されます。（表示 
範囲： -0.3 EV 〜- 3.0 EV ) 
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マニュアル巧巧モード 

任意の絞り値と発光量の組み合わせで、スピードライトから被写体まで 
の距離や露出を撮影者び設定で定ます。 

•発光量は M 1/1(フル発光）から M 1/128の微少発光まで、撮影意図 
にをわせて設定でをます。 

-マニュアル発光モードでは、撮影後の光量不足警告は巧われません。 

画マニュアル 発が モードの 設定方法 

〇モードセレクターを [ M ] に 
合わせる 



マニュアル 発光 モー ド時の表示例 


マニュアル発光量- 



圆 - 

-1/1 

巧瞧 



I > 

5.4 m 

牵 



黑 rni35 mm ' 

1 f — 

i |V| 



調光距離（数値) 
調光距離〔►) 
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0[ SEL ] ボタンを巧して、 
発光量表示を反転させる 

0セレクターダイヤルを回し 
て発光量を設定し、 [0K] 
ボタンを巧ず 

•発光量は [ SEL ] ボタンを巧し 
てち変更でさます。 

•スピードライトか5被写体ま 
での距離は、表おされた調光 
距離に合わせてください。 

0レディーライトの点なを確 
認して、撮彰ずる 


I マニユアル発がモードの撮誇手順 


発光モ—ド 
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発光量大 


+07 

+0.3 

+0.7 

+0.3 

+0.7 

+0.3— 

1 

+0.7 

+0.3 

1 

+0.7 

+0.3 

1 

わ— 

+0.3 


1/1 

t 

1/2 

t 

1/4 

t 

1/8 

t 

1/16 

: t 

1/32 

: t 

1/64 


発光量ル 


1/128 


マニュアル発がモード 

■ マニュアル発光モード時の発光量の設定方法 

発光量表おび反転しているとさにセレクターダイヤルを回すと発光量び 
変化します。 

セレクターダイヤル セレクターダイヤル 

ををに回ず をちに回ず 



発光モ—ド 
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左図のよラに、セレクターダイヤルを左に回すと分母び大きく（発光 
量び小さく）なり、ちに回すと分母びかさく（発光量び大さく）なり 
ふ 9 〇 

発光量は V 3 段ずつ変化します （1/1 と1/2の間を除く)。従って、1/32 
-0.3 と1/64 +0.7 は同じ発光量を意味します。 

M 1/1と1/2の間のステップ幅は、初期設定では1段ですび、カスタム 
メニューで1/3段に設定できまず ( m 目-1 6) 。ご使用のカメラによっては、 
シャッタースピードを速くすると M 1/2じ(上の光量び M 1/2と同程度まで 
ノ」、さくなることびあります。 


距離優巧マニュアル巧巧モード 

スピードライトか5被写体までの距離を設定すれば、カメラの設定にを 
わせて適正な発光量をスピードライトび自動的に設定するマニュアル発 
光です。 

I 距離優巧マニュアル発がモードの設定方法 


〇モードセレクターをに N] 
に合わせる 


距離優先マニュアル発光モード時の表示例 

(スピードライトか S 被写体までの距離が 4m の場合) 


設定した距離 （►) と調光範固(インジケーター) 
設定した距離び調光範囲内にあれば、適切な 
露光量び得られまず。 

距離(数値） 




発光モ—ド 
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I 距謎優巧 7 ニユアル発がモードの撮誇手順 



〇に EL ] ボタンを巧して、距離 
表示を反おさせる 

0セレクターダイヤルを回して距 
離を設定し、 [ OK ] ボタンを巧ず 

•距離は [ SEL ] ボタンを巧してち変 
更でさます。 

-設定可能な距離は 0.3 m 〜 20 m で、 
ISO 感度によって異なります。 

-設定した距離び調光範囲巧にあれば、 
適切な露光量び得られます。 


〇レデ’イーライトの点！打を確詔して、 


撮影ずる 



発 

光 

モ 




巧 バウンス警告が出た6 


• 距離優先マニュアル発光モードは、フラッシュへッドび上ち向または 
左ち方向に設定されていると設定でさません。 

• 下の警告表示び出まず。 

-フラッシュへッドを正面または下方向に設定ずるか、 i - TTL 調光モー 
ドに設定してください。 


!乎し國 
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発光直後にカメラのファインター内およひ 
5目-7日0のレディーライトび約3秒間点 
滅した場合は、撮影に必要な光量び不足 
している可能性びあります。 

絞り値を開放側にする、 ISO 感度を上げ 
るなどして、撮影し直してください。 


距離優先マニュアル発がモード 

距離優先マニュアル発光モード時の設定可能な距離 

-設定可能な距離は 0.3 m 〜 20 m です。 

-スピードライトから被写体までの距離び距離表示と異なる場合は、近 
距離側の数値に設定してください。例えば、スピードライトから被写 
体までの距離び 2.7 m の場合は、 2.5 m に設定します。 

巧光量不足警告が出た S 


発光モ—ド 
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ワイヤレス増な撮影 


S B -700 のワイヤレス増なの仕組み 

S 目-700では、「アドバンスりと rSU -4 タイプ」の2つのワイヤレス増 
丹撮影びでをます。 

-初期設定はアドバンストワイヤレスライティング撮影に設定されてい 
ます。一般的な増'な撮影にはアドバンストワイヤレスライティング 
撮影をおすすめします。 




SB -700 のワイヤレス増巧の仕組み 


アドバンストワイヤレスライティング撮影 



• SB -700 は、リモートフ ラッシュ （補助打）のグループは最大2つ （ A 、 
B ) を設定でさます。 

-リモートフラッシュの1グループは1台または複数のスピードライト 
で設定でをます。 

-マスターフラッシュとリモートフラッシュの発光モードは、マスター 
フラッシュで設定したモードになります。 

D-2 








SU -4 タイプのワイヤレス増巧 



マスターフラッシュ（主灯）は、カメラに装着したスピードライト 
またはカメラの内蔵フラッシュび使用でさます。 

SB -700 は U モートフラッシュ〔補助灯）としてのみ使用でさます。 
マスターフラッシュはおずモニター発光を辭除するか、モニター発光 
しない発光モードに設定してください。 

U モートフラッシュの発光モードは、 U モートフラッシュ側で設定 
しまず。1」モートフラッシュ同±は同じ発光モードに設定してくだ 
さい。 


ワイヤレス増な撮影 
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マスターモード時 

■1" 抽は ■ 

U モートモード時 
REMOTE 

アドバンス 
トワイヤレ 
スライテイ 
ング撮影 

発光モード設定 

• i - TTL 調光モード 

m 

•マニュアル発光 
トド' 

M 

• クイックワイヤ 
レスコント □- 
ルモード 

A:B 

マスターフラッシュで 
設定した発光モード 

IJ ピーティング 
フラッシュ撮影*1 

設定不可 

使用可能 

グループ 

2グループ （ A 、 B ) 

最大3グループ 
( A 、 B 、 〇 

チヤンネル42 

4チヤンネル 
(1 〜 4) 

4チヤンネル （1 〜 4) 

SU -4 タイプのワイヤレス 
増灯撮影 

設定不可 

使用可能 

( AUTO 、 M 、 OFF ) 


*] u ピーティングフラッシュ撮影の詳細は、マスターフラッシュとして 
使用するスピードライト SB -900、 SB - 800、コマンダー SU -800 の 
使用説明書をご覧 < ださい。 

*2 4つのチャンネルから]つを使用します。複数の人びアドバンスト 
ワイヤレスライティング撮影を巧っているとをは、誤発光を防止 
するため、他の人とは異なるチャンネルに設定してください。 


SB -700 のワイヤレス増な撮影機能 


ワイヤレス増な撮影 
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巧マスターフラッシュの r 発光なし」 について 

マスターフラッシュの諾光モードを「発光なし」に設定して、リモート 
フラッシュのみで撮影する場合でも、マスターフラッシュはか光量発光 
しまず。このか光量発光による露出への影響はほとんどありませんび、 
に日感度を高感度にして近距離撮影すると被写体露出に影響をちえる場 
含びあります。この場合は、影響びなくなるまでマスターフラッシュの 
フラッシュへッドを上方向にバウンス調節してください。 


ワイヤレス増な撮影 
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マスターフラッシュとしての設定 

〇ワイヤレス増巧モードスイッ 
チの指標を [ MASTER ] に 
合わせる 

-ワイヤレス増丹モードスイッチ 
は□ック解除ボタンを押しなび 
ら回してください。 



マスターモード設定時の表示例 （ i - TTL 調光モード時） 


マスターモード 


-マスターフラッシュの発光モード 


か TTLI 画 1- 

圆日 .0 EV —— 

圓 0.0 EV — 

缸 ——— 

盟 m 35 mm 


PFi 


SEL 


-チヤンネル 


マスターフラッシュの調光補正値 


U モートフラッシュの調光補正値 
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マスターフラッシュの照射角 
































マスターモード設定時の表示例(マニュアル発光モード時) 


7スターモード 


-マスターフラッシュの発光モード 


チヤンネル 


マスターフラッシュの発光量 
リモートフラッシュの発光量 

マスターフラッシュの照射角 


ワイヤレス増な撮影 


画岸1 

■ A t s 
J • ミ -- k 

剛 

5 , 

- 3 

岡 ww ~ I 

た圆回回黑 
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リモートフラッシュとしての設定 



〇ワイヤレス増巧モードスイツ 
チの指標を [ REMOTE ] に合 
わせる 

-ワイヤレス増丹モードスイッチ 
は□ック解除ボタンを押しなび 
ら回してください。 



フ 

イ 

ヤ 

レ 

香 

増 

巧 


リモートモード設定時の表示例 
(アドバンストワイヤレスライティング時) 


U モートモード 



ム IREMOT 日 

• 


グループ 

耐 Arc 



チヤンネ J レ - 

IchI 1 ク。。 "i 

ド 

—— サウンドモニター 


親甘 35 mm 「 

SEL 



U モートフラッシュの照射角 
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アドバンストワイヤレスライテイング撮影の手順 

■撮霞の手順 

1. マスターフラッシュで発がモード、調巧補正値、チヤ 
ジネルを設定する 

[ i - TTL 調巧モード、チヤンネル1の設定例] 



〇マスターフラッシュのモード 
セレクターを打 TL ] に合わ 
せる 

-マニュアル発光モードに設定す 
る場合は [ M ] に合わせます。 

0 [ SEL ] ボタンを巧してマスタヮ 
-フラッシュを還び 、セレク 
ターダイヤルで調光補正値を苗 
設定し、 [0 K ] ボタンを巧ず胃 

•マニュアル発光モード時は、撮 
発光量を設定します。 S 



台手順©に準じて、リモート 
フラッシュ（グループ A 、 B ) 
の調光補正値を設定ずる 

•マニュアル発光モード時は、 
発光量を設定します。 
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i - TTL 調光モード時は、調光補正値を反転表示させてセレクターダイ 
ヤルを左に回すと、 一3.0 EV の次び [---] (発光なし）になります。 
マニュアル発光モード時は、発光量を反転表おさせてセレクターダイ 
ヤルを回すと、1/128と VI の間び[一-](発光なし）になります。 


アドバンストワイヤレスライティング撮影の手順 



LIE 

B 因「発光 


〇 [ SEL ] ボタンを巧してチヤンネ 
ルを反面表示させ、 セレクター 
ダイヤルで [ CH 1] を選択し、 
[ OK ] ボタンを巧ず 


r 発光なし」に設定ずるには 


ワイヤレス増な撮影 
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2, リモ-トフラッシュのグル-プ、チヤンネル、 
照射ちを設定する 

[グループ A 、 チヤンネル！の設定例] 

〇リモートフラッシュの [ SEL ] 
ボタンを巧してグループを反 
転表示させ、セレクターダイ 
ヤルで [ A ] を選択し、 [0 K ] 
ボタンを巧ず M 

•設定中のグルーフ、チヤンネル II ' 
び大をく表示されます。 n 

©[ SEL ] ボタンを巧してチャ^ 
ンネルを反転表示させ、セレ E 
クターダイヤルで [1] を選択る 
し、 [ OK ] ボタンを巧ず。 q 

•おず、マスターフラッシュと同 P 
じチヤンネル I こ設定してください。 




















アドバンストワイヤレスライティング撮該の手順 



包に 00 M ] ボタンを巧して照 
射角を反転表示させ、セレク 
ターダイヤルで照射角を還択 
し、 [0 K ] ボタンを巧ず 

〇レディーライトの点 I 打を確認 
して、撮暴ずる 














クイックワイヤレスコント□ールモード撮該の手順 


クイックワイヤレスコント□ールモードでは、 A 、 目の2つのリモート 
フラッシュグループの光量比を簡単に設定でをます 
. クイックワイヤレスコント□-ルモード時は、マスターフラッシュは 
発光しません。 

I クイックワイヤレスコント□—ルモードの設定方法 



〇ワイヤレス増巧モードスイッチ 
の指標を [ MASTER ] に合わせ、 
モードセレクターを [ A : B ] に 
合わせる 

. ワイヤレス増なモードスイッチは 
□ック解除ボタンを巧しなび5回 
して < ださい。 


クイックワイヤレスコント□ールモード時の表示例 

クイックワイヤレスコント□ールモード 


マスターモード—— 

マスターフラッシュ- 
(発光なし） 

A 、 B グループ両方- 
の調光補正値 


た國 


画 1— 


gi 


■: B 


黑 m 35 


1 


SEL 


チヤンネル 



フ 

イ 

ヤ 

レ 


A、B グループの 光量比 
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O [ SEL ] ボタンを巧して、 A、B 
グループの光量比表示を反面さ 
せる 

0セレクターダイヤルで光量比 
[1 : 2] を設定し、 [0 K ] ボタ 
ンを巧ず 

-光量比は8：1~1：81こ設定で走まず。 
- A または B の発光を禁止することを 
でさます。 

-必要に応じて調光補正値を設定して 
ください。 

©[ SEL ] ボタンを巧してチヤン 
ネルを反転表示させ、セレク 
夕ーダイヤルでに H 1] を選択 
し、 [0 K ] ボタンを巧ず 


クイックワイヤレスコント□—ルモード撮露の手順 
■撮霞の手順 

1. マスターフラッシュで巧量比、調巧捕正値、チヤンネ 
ルを設定する 

[巧量比1:2、チヤンネル1の設定例] 






























2. リモートフラッシュのグループ、チヤンネル、 
照射ちを設定する 

[グループ A 、 チヤンネル！の設定例] 



〇リモートフラッシュの [ SEL ] 
ボタンを巧してグループを反転 
表示させ、セレクターダイヤル 
で [ A ] を還択し、 [0 K ] ボタン 
を巧ず 

- A または B グループに設定してくだ 
さい。 

•設定中のグループ、チヤンネルび^ 

大きく表示されます。 ヤ 

レ 

0[ SEL ] ボタンを巧してチャンネ i る 
ルを反お表示させ、セレクター垣 
ダイヤルで [1] を還択し、 [ OK ] 1 
ボタンを巧ず。 

•必ず、マスターフラッシュと同じ 
チヤンネルに設定してください。 
















クイックワイヤレスコント□—ルモード撮露の手順 



€) に 00 M ] ボタンを巧して照射 
角を反転表示させ、セレクター 
ダイヤルで照!摘を還只し、 [0 K ] 
ボタンを巧ず 

〇レディーライトの点なをお認し 
て、撮彰ずる 





















SU-4 タイプのワイヤレス増•なの設定 

動をび速い被写体の増灯}最影には、 SU -4 タイプのワイヤレス増灯撮影び 
適しています。 

- SB -700 は U モートフラッシュとしてのみ使用でをまず。 

画 SU -4 タイプのワイヤレス増灯の設定方法 


〇カスタムメニューで rsu-4 タイプのワイヤレス増巧」を 
設定しまず。 

. 設定方法は「カスタムメニューについて」をご覧ください。 （ mB -15) 

0ワイヤレス増なモードスイッチの J 旨標を [ REMOTE ] に合わ 
せまず。 

-ワイヤレス増灯モードスイッチは□ック解除ボタンを押しなびら回し 
て < ださい。 


表示例 


発光モード- 


U モートモード 


r 1 N 

wine • ド … 

0 IftUTOl 

田 M 0 【 

之 。。 m 〇、 

\ 1 

… の U’H 

> mm 

」 S 

部ょ- 

J 


SU -4 タイプ 


-サウンド モニター 


受光禁止 


ワイヤレス増な撮影 


U モートフラッシュの照射角 
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■ リモートフラッシュの発がモード _ 

発光モードは 、 AUTO (才ート ）、 M (マニュアル ）、 OFF (受光禁止) 
の3つびあ0ます。 

発光モードは、モードセレクターで 
選がします。 

- [ TTL ] に合わせると八 UTO (才一 
卜)、 [ M ] に合わせると M (マニ ュ 
アル)、に N ] にをわせると日 FF (夏 
光禁止）になります。 


(flUTOl ( 才ートモード）： 

-マスターフラッシュの発光開始と発光停止に連動して、リモート 
フラッシュち発光開始と発光停止を巧います。 

. マスターフラッシュと U モートフラッシュの発光量ををわせた調 
光びでさます。 

-マスターフラッシュの発光開始と発光停止を感知でさる距離は、 
マスターフラッシュの対向正面で約 7 m 政巧です。 



SU -4 タイプのワイヤレス増灯の設定 


ワイヤレス増な撮影 
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圆（マニュアルモード）： 

-マスターフラッシュの発光開始に連動して、1」モートフラッシュ 
び発光を開始しまず。発光停止には連動しません。 

-マスターフラッシュとリモートフラッシュの発光量を独立して 
設定できます。 

-マスターフラッシュの発光開始を感知でさる距離は、マスター 
フラッシュ対向正面で約 40 m じ(内です。 

-発光量は M 1/1〜 M 1/128に設定でさます。 

ctffi (受光禁止）： 

-マスターフラッシュび発光してち、 U モートフラッシュは発光し 
ません。 

巧リモートフラッシュの誤発光を防止ずるには 

1」モートフラッシュは、静電気や周囲の電磁波ノイズによって発光する 
場合びあるので、使用しないときは、必ず電源スイッチで電源を OFF に 
して < ださし、。 


ワイヤレス増な撮影 
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SU -4 タイプのワイヤレスおなの設定 
■ リモートフラッシュの設定手順 
[ AUTO モードの 設定例] 




〇モードセレクターを [ TTL ] に合 
わせる 

0に〇〇1\/1]ボタンを巧して照射 
角を反面表示させ、セレクタ 
ーダイヤルで照射角を還択し、 
[0 K ] ボタンを巧ず 

巧 M モード時は発光量を設定ずる 

M モード時は CEL ] ボタンを}甲して発 
光量を設定してください。 


ワイヤレス増な撮影 
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u モートフラッシュについて 

■ リモートフラッシュの設定について 


SB -7 日日、 SB -900 、S 目-800 、 S 目-600、 SB - R 200はリモートモードに設 
定するとスタンバイ機能び解除されます。電池の消耗に注意してくだ 
さい。 

U モートフラッシュの照射角は、狙いびはずれてち被写体に光び充分 
に当たるよラに、撮影画角より広めに設定します。特に、被写体に 
近い場合は、より広くずる必要びありまず。 


■ リモートフラッシュの配置について 


U モートフラッシュは、マスターフラッシュの光びワイヤレス1」モー 
トセンサー窓に入る位置（通常はカメラより被写体に近い位置）に 
置きます。特に、手持ちで撮影する場合、マスターフラッシュの光び 
確実にワイヤレス U モートセンサー窓に入るように、 U モートフラッ 
シュはカソラより前に配置してくださし、。 






レ 

ス 

増 
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u モートフラッシュについて 

-マスターフラッシュとリモートフラッシュの距離は、マスターフラッ 
シュの対向正面で約1日のまで、両サイドで約 7 m までび目安です〔ア 
ドバンストワイヤレスライティング撮影時)。ただし、周囲の照明環 
境により、この距離は多少変化します。 

-同時に使用できるリモートフラッシュの台数に制限はありません。 
しかし、撮影環境によっては他のスピードライトの発光の影響を黃け 
ることびあるため、3台程度び実用的です。アドバンストワイヤレス 
ライティング撮影の場合は、1グループ最大3台程度を目まにしてく 
ださい。 

-同じグループの U モートフラッシュは一力所にまとめ、同じ方向に 
向けて < ださい。 



ワイヤレス増な撮影 
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配置び終わった5、必ずマスターフラッシュのテスト発光ボタンを押 
して、 U モートフラッシュび発光することを確認してください。 

必ず U モートフラッシュのレディーライトの点灯を確認してから撮影 
して < ださい。 


マスターフラッシュと U モートフラッシュの間に障害物びあると、正 
常な交信びでをません。 

1」モートフラッシュの光び、カメラの撮影レンズに入らないよラにし 
て < ださい。 

付属のスピードライトスタンド AS -22 を使用ずると、 U モートフラッ 
シュを安定して設置できます。スピードライトの取り付け、取りがし 
は、アクセサリーシューと同様に行ってください。 
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ワイヤレス増な撮影時のが就雁認について 

ワイヤレス増灯撮影時、撮影前後の S 目-700の状況は、レディーライト 
とモニター音で確認することびでさます。 

-リモートフラッシュの状況を音で知るには、カスタムメニューでサウ 
ンドモニター ON に設定します（口 8-1 5)。初期設定は、モニター音 
び鳴る設定です。 

レディーライトとモニター音による状況確認 


マスター 

フラッシュ 

U モートフラッシュ 

状態 

レディーライト 

レディーライト 

サウンド 

モニター 

点む 

後側び点な、 
前側（1」モ 
-トモード 
時）び点滅 

ピ ー(1 回） 

雨!^ マ 
化巧兀 J 

消灯後、 

充電完了で 
点な 

後側び点な、 
前側 （ U モー 
トモード時） 

び点滅また 
は消灯 

ピッピッ 
(2 回） 

正常発光 

点滅 

(約3砂間） 

速い点滅 
(約3秒間） 

ピ_ピ_ピ_ 
(約3秒間） 

光量不足警告#1 

光量不足の可能性びあります。 
スピードライトから被写体までの 
距離を短 < する、絞り値を開放側 
にする、 ISO 感度を上げるなどして、 
撮影し直してください。 


ワイヤレス増な撮影 
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マスター 

フラッシュ 

リモートフラッシュ 

が態 

レディーライト 

レディーライト 

サウンド 

モニター 

消灯後、 

充電完了で 
点な 

速い点滅 
(約6砂間） 

ピーポー、 
ピーポ ー 
(約6砂間） 

-マスターフラッシュで設定した 
発光モードび列部調光モードで 
す。が部調光がのモードに 
設定し直して < ださい。 

. U モートフラッシュび正常に信 
号を受信で定ませんでした。ス 
ピードライト自身の反射光や、 
他のリモートフラッシュの光び 
強く入ってマスターフラッシュ 
の発光停止を検出でさなかっ 
た可能性びあります。リモート 
フラッシュの位置を変えて、撮 
影し直して < ださい。 


*1 次の警告画面び表示されます。 



マスターフラッシュ IJ モートフラッシュ 
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主な機能 



S 目-700の各種撮影機能や撮影をサポートする機能、カメラで設定する撮 
影機能を説明しています。 

-カメラ側の機能や設定については、力:><ラの使巧説明書をご覧ください。 


配光タイプ切り換え機能 （ mE -2) 

バウンス撮影帖 E -4) 

近距離撮該 （ mE -11) 

カラーフィルターを 
使用した撮影 
(田 E -14) 

色補正用カラーフィルター（付属品） 

着色用カラーフィルター（別売） 

撮影をサポートする機能 
(田 E -20) 

調光補正 

才ートパワーズーム 

AF 補助光 
テスト発光 
モデ U ング発光 
スタンパイ 
過熱防止 

力；><ラ側の設定による 
撮影機能（口 E -28) 

才ート FP 八イスピードシンク□撮影 

FV □ツク撮影 

ス□-シンク □ (ス□-シヤツター)撮影 
赤目軽減発光撮影/赤目軽減ス□ーシンク □ 

(ス□-シヤツター)撮影 
禮幕シンク□撮影 


まな機能 
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配光タイプ切り換え機能 

スピードライトの配光は、画面中央びいちばん明るく、周辺になるほど 
暗くなるのび一般的です。 S 目-70日では、画面中央と周辺の光量差を制 
御する配光タイプを3種類備えており、撮影シーンに応じて選択できます。 



一般的なスピードライト 
撮影に適した、基本的な 
配光タイプです。 


-スタンダード配光に比べ 
て、画面周辺部の光量は S 
落ちますび、中む部では雙 
より大さなガイドナンパ‘ g 
一び得られます。 

-ポートレートなど、四隅 
の光量落ちを気にしない 
撮影に適しています。 



E-2 





配光タイプセレクターで設足します。 

-設定中の配光タイプはアイコンで表示されます。 



スタンダード配光 


こ:: • 

中央部 


中央部重点配光 


均質配光 


配がタイプ切 D 換え機能 


周辺部の光量落ちび、ス 
タンダード配光よ0さ5 
にかないタイプです。 
集合写真など、画面の周 
辺部まで明るくしたい撮 
影に適しています。 


I 配がタイプの設定方法 



まな機能 
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I バウンス撮影 

フラッシュへッドを回転させて、天井などに反射させた光を利用する撮 
影をバウンス撮影といいます。被写体に正面からスピードライトの光を 
当てる場をに比べて、次のよラな効果びあります。 

-近い被写体だけび白とびするのを軽減でさます。 

-背景に出る影を弱め5れます。 

-人物の肌传髪や服のてかりを抑えられます。 

バウンスアダプターを装着すると、スピードライトの光び広く拡散して、 
さ5にソフトに照明でさます。 

•バウンス撮影の比較作例の詳細は、別冊「作例集」をご覧ください。 


まな機能 
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バウンス撮影 

圓フラッシュへッドの設定方法 

フラッシュヘッド□ック解除ボ 
タンを巧しなが5、フラッシュ 
ヘッドを回乾させる 

•上方向90°〜下方向7\左ちに 
180°ずつ回転でさます。 

-図に示す数値の角度でク U ックス 
トップしまず。 



な 


圓バウンス角度、反射面の選び方_ 

.フラッシュヘッドを上方向に設定して、天井（反射面）にバウンスさ 
せるのび最ち簡単な撮影方法です。 

-力;><ラを縦位置に構えた場合は、フラッシュへッドを左ちに回転させ 
ると、同様の効果び得5れます。 
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カメラ後方の天井や壁にバウンスさせると、上方バウンスに比べて、 
さらにやわらか < 照明でさます。 

反射面は、白色系で反射率の高いちのを選んでください。反射面に 
色びあると、被写体にその色び影響しまず。 

スピードライトの光び直接被写体に当たらないようにミ主意してください。 
フラッシュへッドと反射面との距離は、撮影状況にもよりますび、 
1〜 2 m 前後び理想的です。 

反射面び遠過ざる場をは、白い紙 （ A 4 判程度）を反射面に利用する 
と効果的です。このとき、反射光び被写体に当たっていることを確認 
して < ださい。 
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バウンス撮影 

圓バウンスアダプターのない方 _ 

-スピードライトの光びバウンスアダプターによって広し觸固に拡散され、 
さらに光をやねらげ影を抑えることびできます。 

-力;><ラを縦位置に構えた場をでち、同様の効果び得 b れます。 

•ワイドパネルを併用すると、さ b に光を拡散する効果び得られます。 
阿- 12) 




バウンスアダプターは図のよラ 
に、 Nikon □二!’を上にして取り 
付けて < ださい。 
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照射角表示 



バウンスアダプター装着時の照射角は、配光タイプに応じて 、 FX 
フォーマットでは 12 mm 、]4 mm 、 1 7 mm . DX フォーマットでは 
8 mm 、10 mm 、11 mm に切り換えられます。（の E -2、 H -19) 


まな機能 
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m バウンス撮影時の絞り値の設定方法_ 

•通常（フラッシュヘッドび正面位置）の撮影に比べて、バウンス撮影 
は光量び減かするため、2〜3段開放側（ルさい数値）の絞り値に設 
定して、撮影結果を見て調整してください。 

-フラッシュへッドを正面！;(がの位置に設定すると、調光範囲の表示び 
消灯します。正面位置で調光範囲と絞0値を確認してから、絞り値を 
設定してください。 


バウンス撮影 

瞧バウンス撮影の手順 


SPEEDLIGhTsB- 700 



沾 ITTUBLI - 

16 瞧 

» M 


8 AF ■口 

•GN 

A 追 

<0 怎 -5.4 m 1 

準' 

り 

GB ス J 

zoom J J mm 

1雨 





〇モードセレクターを 
[ TTL ] に合わせる 

0カメラの絞り値、シャッター 
スピードなどを設定ずる 

-「バウンス撮影時の絞り値の 
設定方法」を参照してください。 

©フラッシュへッドを設定し、 
撮影ずる 


まな機能 
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m キャッチライト反射板の使い方 


I バウンス撮影時、キャッチライト反射板を使うと、人物の目に光を与えて、 
目を生を生さと表現でさます。 

フラッシュへッドは上方 90 D に向けてください。 


反身が反の設定方法 



ワイドパネルと反射板を一緒に引さ出 
して、ワイドパネルだけを押し戻してく 
ださい。 

•戻すとさは、再度ワイドパネルを引を 
出して、反射板と一緒に押し戻してく 
ださい。 


まな機能 
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下ちバウンスアイコン 


点線のアンダーライン 


I 近距離撮露 

スピードライトから被写体までの距離び約 2 m より近い場合は、フラッ 
シュへッドを下方向に設定すると、被写体の下側にちスピードライトの 
光を充分に回すことびでをます。 

-フラッシュへッドを下方向に設定すると、下方バウンスアイコンび表 
示され、距離表示に点線のアンダーラインび表示されます。 

-ワイドパネルを使用すると、スピードライトの光び拡散されるため、 
影を弱めた0、白とびを抑える効果びあります。 

-全長び長いレンズでは、スピードライトの光びレンスの先端部分でさ 
えぎ5れる場合びあるので、ごミ主意ください。 

•近距離撮影時は、スピードライトの配光や使用するレンズ、焦点距離 
などにより、撮影画面の一部び光量不足になるケラレ現象び発をする 
場をびあるので、試し撮りをおすすめします。 


まな機能 
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■ワイドパネルの設定 

〇ワイドパネルをゆっくり引き出して発光部側に倒ず 
0キャッチライト反が板を押し戻ず 

•ワイドパネルを戻す場合は、ワイドパネルを起こして、まっすぐ舆ま 
で巧し込んでください。 



ワイドパネル設定時の照射角は、配光タイプに応じて、 FX フオー 
マットでは 12 mm 、14 mm 、17 mm 、 DX フオーマットでは 8 mm 、 
1日 mm 、 11 mm に切り換えられます。 （ mE -2、 H -19) 


み ITTUBLl - 

、 

化 Rft 


8 AF| 

< 0.6-2.4 m 1 


BHm [、だ 1 J 

zoom 1 i_l 巧 mmj 

1 w 

( の J 
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近距離撮誇 

■ 下方パ‘ウンスによる巧3目謎撮該の手順 


OSB -700 の発光モードを 
設定ずる 

©ワイドパネルを設定ずる 

©フラッシュ ヘッドを下ち 
向に設定ずる 

-距離表おびアンダーライン 
巧きになります。 

〇レデイーライトの点な 
を確認して、撮影ずる 


み IT 山国 J -|化9 


'0.6-2.4 mj| 


GBM 

zoom 


： 10：n 


4 

2 i 


PFi 


豆 
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I カラーフィルターを使用した撮露 

SB -700 には、堂光巧用と電球用の色補正カラーフィルターび付属して 
います。 

•カラーフィルターによる色補正の比較作例の詳細は、別冊「作例集」 
をご覧ください。 

-スピードライトの光の着色には、別売のカラーフィルターセット 
SJ -4 をご使用ください。（の H -12) 

誦カラーフィルターの種類と用途 


カラーフィルター 

用途 

壁光灯用カラーフィルター 
( SZ -3 FL 。 付属品） 

堂光灯の光源による影響を補正 

電球用カラーフィルター 
( SZ -3 TN 。 付属品） 

電球の光;原による影響を補正 

着色用カラーフィルター知-4。別売） 

スピードライトの光に着色 


まな機能 
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©表示を確認ずる 

•カラーフイルターの種類び 
表示されます。 

- SB -70 日から力:><ラにカラーフ 
イルターの情報び送5れます。 


も 

曲 


堂光灯用カラーフィルター 


電球用カラーフイルター 


カラーフイルターを使用した撮影 

I ち補正用カラーフイルター（付属品）の使い方 

〇カラーフイルターを、フラッ 
シュへッドにかぶせて差し 
a む 

-図のように、 Nikon □づを上 
にして取り付けてください。 



まな機能 
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誦着ち用カラーフイルター（別売）の使い方 


〇カラーフイルターを 図の よ 

ラに、カラーフイルターホ 
ルタ‘一 （ SZ -3) に 装着ず る 

-カラーフイルターの 色名を下側 
にして装着します。 

-色名び ホルダーの 正面から読め 
るように装着することをおすす 
めします。 

-カラーフイルターの端を ホルダ 
一のツメに差し込んでください。 

-カラーフイルターはホルダーに 
密着させてください。浮さ上び 
つたり、端びめくれたりしてい 
る場合は、装着し直してください。 



まな機能 
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©カラーフイルターホルダー を、 

フラッシュへッドにかぶせて 
差し&む 

•ホルダーは図のよラに 、 Nikon 
□ゴを上にして取0付けてくだ 
さい。 

-カラーフイルターホルダーを装 
着すると、「カラーフイルターの 
設定」画面に変わります。 

-カラーフイルターホルダーは、 
必ずカラーフイルターを付けて 
からフラッシュへッドに装着し 
て < ださい。 



©カラーを設定ずる 

•カスタムメニューで、装着した 
フイルターのカラーを設定して 
ください（口 B -15)。 


■ R 阳陆） 

5 YELLOW 馈色） 

» BLUE 倩） 

* AMBER (肌色） 


カラーフイルターを巧用した撮該 


まな機能 
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巧着色用カラーフィルター ( SJ -4) 使用上のご注意 

•カラーフィルターは消耗品です。外観び善しく劣化したとさは、予備のフ 
ィルターと交換してください。 

•発光時の熱などによってカラーフィルターのが観び変形してを、性能には 
問題ありません。 

.カラーフィルターにキズ等びあってち、変色していないかざり、性能には 
問題ありません。 

•カラーフィルターび汚れた場合は、乾いた柔らかい巧などで軽く拭を取っ 
て < ださい。 

誦カラーフィルターとカメラのホワイトバランス設^ 

カメラのホワイトバランスを「オート」または「フラッシュ」に設定し、 

色補正用カラーフィルターを装着すると、カメラび自動的に最適なホワ_ 
イトバランスを設定します。 ■ 

•着色用カラーフィルター使用時は、カメラのホワイトバランスを「才 y 
ート」、「フラッシュ」、「晴天」のいずれかに設定します。 < 

•フィルター識別機能を備えていないカメラ 〔 D 2 シ|」ース、 D 1 シ U —^ 
ズ、 D 200、 D 100. D 80、 D 70 シ U - ズ、 D 60、 D 弓0、 D 4 日シ U -ス）機 
では、装着したカラーフィルターに合わせて、次の表を参照して、力胃胃 
メラのホワイトバランスを設定してください。 

-ホワイトバランスの詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 
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V カメラ 

フィルタ- 

D 7000 

D3*i、D3X、 

D3S、 

D700、 

D 300 *\ 

D300S、 

D90、D 5000、 

D 3100、 

D 3000 

D2 シリーズ、 
D1X、D1H、 
D200、D100、 
D80、 

D70 シリーズ、 
D60、 

D40 シリーズ 

D1、D50 

SZ-3FL 

才ート、 

フフツシユ 

才ート、 

フフッシュ 

推賓しません 

推奨しません 

SZ-3TN 

才ート、 

フつツソユ 

才 一 K 

フラッシュ CA 日） 

電球 

(微調整 一 1) 

推奨しません 

着色用カラー 
フィルター 
(RED、BLUE、 
YELLOW、 
AMBER) 

才ート、 

フフツンユ、 

晴天 

才ート、 

フフツンユ、 

晴天 

才ート、 

フフツンユ、 

晴天 

才 一 K 

フフツンユ、 

晴天 


*1 D 3 カメラのファームウェアび A : 2.00、目： 2.00し州璋で対応。 


*2 D 30 日カメラのファームウエアび A :1.10、目：1.10政降で対応。 

-撮影結果を見て、必要に応じて調光補正値などを調整してください。 


カラーフイルターを使用した撮影 

■ カメラ別のホワイトバランス設定 


まな機能 
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撮露をヴポートする機能 

I 調が補正 • ■ 

スピードライトの発光量だけを意図的に変えて、背景の明るさを変えず 
に主要被写体の明るさのみを変えることを調光補正と言います。 

-主要被写体を明るくしたい場合は+側に、暗くしたい場をは一側に補 
正します。 

-発光モードび i - TTL 調光モードの場をに補正でさます。 

〇に EL ] ボタンを押して、 
調光補正値表示を反乾 
させる 

©セレクターダイヤルで 
調光補正値を設定ずる 

• +3.日〜一 3.0 の範囲で、 
1/3段ステップで設定で 
さます。 

0[ OK ] ボタンを巧ず 


巧 調光補正を解除ずるには_ 

•調光捕正値を" 0" に設定してください。 

•電源を OFF にしても、調光巧正は解除されません。 



まな機能 
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撮影をヴポートずる機能 

S 調光補正機能を備えたフラッシュ内蔵デジタルー眼レフ 
_カメラについて_ 

-調光補正機能を備えたフラッシュ内蔵デジタルー眼レフカゾラは、カメ 
ラ側でち発光量を巧正でさまず。詳細はカメラの使用説明書をご覧く 
ださい。 

-スピードライトとカメラの両方で調光補正した場合は、両方の補正量を 
加算して発光します。ただし、スピードライトの表示パネルにはスピー 
ドライトで設定した補正値のみび表示されます。 


まな機能 
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I 才ートパワーズーム 

SB -700 は、レンズの焦点距離に含わせて照射角び自動的に設定されます。 
-自動設定でさる照射角は設定によって異な0ます。詳細は r 仕様」を 
ご覧ください〔口 H -19)。 


■ マニュアルによる照が角の設定 

レンスの焦点距離と異なる照射角に設定する場台は、マニュアルで設定 
します。 

-マニュアル設定時は照射角表示に M び表示されます。 

- [ ZOOM ] ボタンを押してか5セレクターダイヤルを回して、照射角 
を設定します。 

-セレクターダイヤルを時計回りに回すと数値び増え、反時計回りに回 
すと数値び減ります。 

- [ ZOOM ] ボタンを押して照射角を設定することもできます。この場合は、 
[ ZOOM ] ボタンを押ずごとに数値び増え、最望遠の次は最広角にな 
ります。 

.自動設定に戻る場台は、 [ ZOOM ] ボタンを押して koD わアイコンび 
表示された b に EL ] ボタンを押してください。 


1 汾 TTLI 旧 Ll - 

つ 


8 AF | 1 

1 *0.6-5.4 m 1 

準 

1 [盈 m 35 mml 



オートパワーズーム状態 


zuum 

オートパワーズーム 

M 

zoom 

照射角のマニュアル設定 

l 1 Amm 

バウンスアダプター装着時 
ワイドパネル使用時 

> 1 6 mm 

最に角側の照射角 

120 L 

最望遠側の照射角 
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■ AF 铺助が _一 

被写体び暗<、オートフォーカスでのピント合わせび難しい場合でち、 
八 F 補助光により、オートフォーカスでピントを合わせることびできます。 
- S 目-700の AF 補助光はマルチポイント AF に対応しています。 

- AF 補助光は CLS に対応していないカメラおよびニコンクールピクス 
では使用でをません。 

■ AF 補助光の使用条件 

• AF 補助光は、オートフォーカスびでさるレンズを使い、フォーカス 
モードびシングル AF サーボ " S " (フォーカス優先モード）、 " AF - A " 
または " AF " に設定されている場合に使えます。 

- AF 補助光の有効距離は画面中央部分で約 Im 〜 10 m (50 mm 171.8 
レンズ使用時）でず。使用レンズによっては、有効距離び短くなる場 
をびあります。 

-使用できるレンズ焦点距離は 24 mm 〜 135 mm です。オートフォー 
カス可能なフォーカスポイントは、次の図の通りです。 

D 7000カメラ、焦点距離 24 mm 〜 135 mm の場ち 

□ □□ 

□ □□□ □□□ □□□□ 

□ □□□ □□□ □□□□ 

□ □□ 

-フォーカス□ックしている場をや、レディーライトび点灯していない 
場合は、 AF 捕助光び照射されません。 

-詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 


撮該をヴポートする機能 


まな機能 
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■ AF 補助光発光禁止の設定 

カスタム;><ニューで AF 補助光の照射/禁止を設定できます。（口 B -17) 
S : AF 補助光を照射します。〔初期設定） 

* : AF 補助光の照射を禁止します。 AF び表示されません。 


巧 AF 補助光を使用してもピントび合わない場合は 


AF 補助光び照射されてちファインダー内のピント表示び点打しないと 
をは、マニュアルフオーカスでピントを合わせてください。 

因 SB -700 をカメラか5離して使用ずる際には 


AF 補助光機能を備えた TTL 調光コード SC -29 を使用すると、 SB -700 を 
カメラから離して使用する際にち、 AF 補助光を使用したオートフォー 
カスでのピント合ねせびできます。（の hM 3) 

因フラッシュ内蔵カメラの AF 補助光との関係 

-カメラ側に AF 補助光機能びある場をでも、 SB - 700の AF 補助光び優先 
され、自動的に AF 補助光び照射されます。カメラの AF 補助光は照射 
されません。 



主 

な 

機 

能 


SB -700 で AF 捕助光の照射を禁止している場合は、カメラの AF 捕助 
光び照射されます。 
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撮影をヴポートずる機能 


圓テスト発が_ 

テスト発光ボタンを押すと発光して、 S 目-700び正常に発光するかどラか 
を確認でさます。 

-テスト発光の光量は、発光モードや設定によって異なりまず。 

圓モデリング発が_ 

モデリング発光を行ラと一定の微か光量で連続発光して、てかりや影など、 
ライティングが態をチェックすることびでさます。 

-モデ I 」ング発光機能を持つカメラのプレビューボタンを押すと、モデ 
リング発光します。詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 

•駕光時間は、最長で約]秒間です。 

9 m アドバンストワイヤレスライティング撮影時 

-カメラのプレビューボタンを押すと、発光に設定されているマスター 
フラッシュおよびすベての U モートフラッシュび設定されたモードと 
^ 光量でモデ1」ング発光します。 

m ^ su - A 方式のワイヤレス増巧撮影時 

Bu •カメラのプレビューボタンを押すと、マスターフラッシュのみびモデ 
リング発光します。 

-マスターフラッシュのモデ U ング発光によって U モートフラッシュび 
連続的に発光しますび、これはモデリング発光ではありません。 
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I スタンバイ 


[ REMOTE ] または 


スタンバイ状態か 5 電源 ON にずるには 

-カメラのシャッターボタンを半巧しします。 

- S 目-700の電源スイッチを再度 OFF から [ ON ]、 
[ MASTE 問にをわせます。 

-テスト発光ボタンを押しまず。 


SB -70 日とカメラを操作しない状態び 
一定時間続くと、自動的に待磯（スタ 
ンバイ）状態になり、電池の消耗を抑 
元ます。 

- SB -70 日のスタンバイ機能はカメラ 
の半押しタイマーに連動していま 
す〔初期設定)。 

•スタンバイ状態になるまでの時間は、カスタムメニューで変更できます。 
(口 B -16) 



まな機能 
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撮影をヴポートずる機能 


温度び高い 

-発光部を自然冷却して<ださい。 

•警告画面び消えると、通常の操作びでさます。 

•照射角び変化することによって、まれに「高温検出警告画面」び出た 
り消えたりすることびありますび、故障ではありません。 


圓過熱防止_ _ _ 

SB - 700は過熱による発光パネルおよび本体の破損を防止する機能を備え 
ています。ただし、この機能は発光によって発光部の温度び上昇ずるの 
を防止するものではありません。連続諾光を繰り返す場をは、温度上昇 
にミ主意してください。 

•連続発光などによって発光部の温度び上昇すると「湿度注意画面」び 
表示されまず。 

-さ b に温度び上昇して、発光パネルや本体に破損のおそれびある場合は、 
r 高温検出警告画面」に変わり、一時的にすべての操作びできなくなります。 


平常時の画面 溫度注意画面 高温検出警告画面 


み圆陋- 

化瞧 

8 


み圆陋- 



化 6-54 m 1 


*0.6-54 m 


I⑤1 


飄 m 3日 mm 

厄 


顆 m 3日 mm 

"厄 

J 


まな機能 















カメラ側の設定による撮影機能 


次の撮影機能は、それぞれの機能を備えたカメラとの組みをわせででき 
る撮影で、カメラ側で設定します。スピードライトでは設定でさません。 
-力六ラ側の機能や設定の詳細は、カメラの使用説明書をご覧ください。 


■才ート FP / \イスピードシンク□撮影 


対応カメラの最高速度までの高速シャッタースピードび使える機能です。 
•シャッタースピードびフラッシュ同調シトッタースピードよりち高速 
側になった場を、自動的に FP 発光に切り誓わります。 

-日中の撮影でち、フラッシュ同調シトッタースピードを気にすること 
な<、レンズの絞りを開いて背景をぼかした撮影びお楽しみいただけ 
ふ 9 〇 


•アドバンストワイヤレスライティングによる増灯撮影時でち機能します。 
•使用でさる発光モードは、 i - TTL 調光、マニュアル発光、距離優先 
マニュアル発光でず。 

- FP 発光時の TTL 調光範阻ガイドナンパ’一については「仕様」をご覧 
ください。（口 H -23) 



主 

な 

機 
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■ FV ロック撮誘_ 

FV □ックするとフラッシュ調光量び□ックされるため、構図を変えてち 
被写体の明るさを一定に保ったまま撮影でさます。 

- FV □ック中にズー S ングや絞0値の変更をしてち、発光量は自動追随 
するのでフラッシュ調光量〔明るさ）は変わりません。 

- FV □ック中はフラッシュ調光量を一定にしたまま複数のコマを撮影 
でさます。 

•アドバンストワイヤレスライティングによる増打撮影時でも機能します。 
•使用できる発光モードは、 i - TTL 調光、クイックワイヤレスコント □- 
ルモードです。 

. FV とは FI が h Value の略で、フラッシュによる被写体の露光量を意味 
しまず。 

圓ス□—シンクロ（ス□—シャッター）撮影_ 

背景の露出を考慮して、低速シャッタースピードに制御されるので、 
童 夕景や夜景の雰囲気を生かした撮影びできます。 

機.シャッタースピードび遅くなるので、=脚のご使用をおすすめします。 





I ホ目居減発光撮誘/ホ目軽減スローシンクロ 
(ス□—シャッター）撮影 

本発光直輒こか光量で3回発光して、暗いところで人物の瞳びホく写る陆 
目現象」を軽減して撮影でさます。 

•ホ目軽減ス□ーシンク □ 〔ス□ーシャッター）撮影は、赤目軽減発光 
とス□ーシンク □ (ス□ーシャッター）撮影び同時に設定されます。 
•ホ目軽減ス□ーシンク □ 〔ス□-シャッター）撮影ではシゎッタース 
ピードび遅くなるので、 S 脚のご使用をおすずめします。 


I を夏シンク□撮影_ U 

夜間、動いている被写体を通常の先幕シンク□で低速シゎッタースピー 
ドで撮影すると、光の軌跡び被写体の前方に流れ、不自然な写真になつ 
てしまいまず。後幕シンク□では、光の軌跡び被写体の後方に流れる自 fl 
然な撮影びでをます。 In 

•先幕シンク□時は先幕走行終了直後に発光しますび、後幕シンク□時 I 
は後幕走行開始直前に凳光します。 I 

•通常、シャッタースピードをお速にして撮影するので、=脚のご使用機 
をおすすめします。 胃胃 



先幕シンク□時 後幕シンク□時 
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F CLS 巧が応一眼レフカメラ使用時 


SB - 700は、 CLS 非対応一眼レフカメラとの組み合わせでも使えますび、 
いくつかの機能は制限されます。 

-制限される機能は、使用するカメラによって異なります。 

-使用するカソラの使用説明書もあわせてご覧ください。 


I CLS 巧応カメラと非が応カメラの違い 



CLS 巧応カメラ 

CLS 巧が応カメラ 

カメラ通1言^ 

ァィコン U 

表おされる 

表示されなし'' 

使用でさる 
発光モード 

- i - TTL 調光モード 
. マニュアル発光モード 
-距離優先マニュアル発光モード 

-マニュアル発光モード 

アドソくンスト 
ワイヤレス 
ライティング撮影 

使用可能 

使用不可 

SU -4 タイプの 
ワイヤレス増な撮影 

U モートフラッシュとしてのみ使 
用可能 

1」モートフラッシュとしてのみ 
使用可能 

カラーフイルターを 
使用した撮影 

使用可能（フィルター識別機能 
搭載カメラではフィルター情報 
を伝證 

使用可能 

(ただし、フィルター情報は 
伝達しません） 

FV □ック撮影 

使用可能 

使用不可 

オート FP A イス 
ピードシンク n 撮影 

使用可能 

使用不可 

赤目軽減発光撮影 

使用可能 

使用不可 

後幕シンクロ撮影 

使用可能 

使用可能 


S 

非 

対 


眼 

レ 

フ 

力 

と 

m 

用 

時 


B 
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CLS 巧応カメラ 

CLS 非対応カメラ 

AF 巧助光 

使用可能 

(マルチポイント AF に対応） 

使用不可 

ファームアップ機能 

使用可能 

(ファームアップ对応力;ラ） 

使用不可 


一非対応-眼レフカメラ使用時 
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G ニコンクールピクスとの組み合ねせにごいて 


SB -700 は、巧の ニコン クールピクスとの組みをわせでも使えますび、 
いくつかの機能は制限されます。 

CLS 対応ニコンクールピクス （ P 7000、 P 6000) 

i - TTL 対応ニコンクールピクス （ P 5100、 P 5000、 E 8800、 E 8400) 

-使用ずるカソラの使用説明書もあわせてご覧ください。 


□ 

ン 

ク 

I 

ル 

ピ 

ク 

ス 

と 

の 

組 

み 


せ 

に 

二) 

い 

て 



B ニコンクールピクス使用時 



CLS 対応 

ニコンクールピクス 

i - TTL 対応 
ニコンクールピクス 

使用できる発光 
モード 

-スタンダード i-TTL 調光モード 
-マニュアル発光モード 
-距離優先マニュアル発光モード 

使用でさるワイヤ 
レス増打モード1 

-アドバンストワイヤレス 
ライティングが 2 
- SU -4 タイプ （ U モート 
フラッシュとしてのみ 
使用可能） 

- SU -4 タイプ （ U モー 
トフラッシュとして 
のみ使用可能） 

FV □ック撮影 

使用不可 

オート FP 八イス 
ピードシンク□撮影 

使用不可 

AF 捕助光 

使用不可 

ファームアップ機能 

使用不可 


* 1ニコンクールピクスの巧蔵フラッシュをマスターフラッシュに、 


SB - 700を U モートフラッシュにしたワイヤレス増な撮影はできません。 
*2 クイックワイヤレスコント□ールモードは使用でさません。 
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因 CLS 対応のニコンクールピクスについて 


マスターフラッシュになる SB -700、 SB -800、 SB -900 またはワイヤレ 
ススピードライトコマンダー SU - 800をニコンクールピクスのアクセ 
サリーシューに取り付けて、 SB - 700、 SB -600、 SB -800、 SB - 900な 
どを ru モートモード」に設定すれば、ワイヤレス増な撮影びでさます。 
設定条件など詳細はカメラの使用説明書をご覧ください。 


因 CLS 対応ニコンクールピクスとの組み合わせ時の照射ミ 
角の設定 _ f 

オートバワーズーム機能によ D 、 レンブの焦点距離に合わせて照射角び 
自動的に設定されまず。このとき、照射角表示には zd™ AUTO (ズー ク 
ムオート）び表示され、照射ちの数値は表おされません。 交 

の 

組 

み 


せ 

に 

二) 

い 

て 
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使用上のごを意-資料 


トラブルへの対処、お手入れの方法や製品の保証などを説明しています。 
また、使用でをるアクセサ U —ちご紹介しています。 

故障かな？とおったら 

h ラブルび起さたり、警告表示び出たら、ご購入店やニコンサービス機 
関にお問い合わせになる前に、次の項目を確認してください。 

■ SB -700 のトラブル 


トラスレ 

原因 

対処方法 

m 

電源び入らない 

電池の +— び逆になって 
いる 

電池を正しく入れて < だ 
さい 

目-5 

電池容量び不足している 

電池を交換してください 

目-7 

レディーライトび 
点なしない 

スタンノ くイ状態(なわている 

•カメラのシャッターボタ 
ンを半巧しして <ださい 
• SB -700 の電源を日 N に 
して < ださい 

E -26 

電池容量び不足している 

電池を交換して < ださい 

目-7 

調光距離表おび 
出ない 

フラッシュヘッドび正面に 
設定されていない 

フラッシュヘッドを正面に 
設定してください 

臣-9 

力；><ラか5の絞り値情報 

びない 

•カメラの設定を確認して 
<ださい 

• SB -70 日をカメラに装着 
し直して < ださい 

- 

カメラからの焦点距離情 
報びない 

SB -700 とカメラの電源を 
入れ直してください 

- 
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トラスレ 

原因 

対処方法 

m 

オートズーム動 
作しない 

ワイドパネルを設定して 
いる、またはバウンスア 
ダプターを装着している 

ワイドノくネルまたはパウ 
ンスアダプターをがして 
<ださい 

E -12 

E -7 

マニュアルによる照射角 
設定になっている 

オートパワーズームに設 
定して<ださい 

E -22 

リモートフラッ 
シュび発光しない 

マスターフラッシュと U 
モートフラッシュの距離び 
遠すぎる、または間に障 
害物びある 

マスターフラッシュと U 
モトフフッシュの配置を 
やり直して<ださい 

D -21 

D -22 

D -23 

マスターフラッシュの光 
び U モートフラッシュの 
ワイヤレス1」モートセン 
サー窓に入っていない 

正萬に動作しな 
い 


• SB -700 の電源スイッチ 
を日 N にしたまま、電池 
を入れ直してください 
•電池を入れ直してを左 
のよラなトラブルび解消 
されない場合は、ご購 
入店またはニコンヴー 
ビス機関に修理を依頼 
して<ださい 

B -5 

異常な表示び 
出る 

巧分な谷里かある電池を 
正しく入れていても左の 
よラなトラブルびある場 
合は、マイク□コンピュー 
夕一の誤作動の可能性び 
あります 

操作びでさない 

過熱防止機能び働いた 

自然冷却して、温度び下 
びるのを待ってください 

E -27 
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巧障かな？とおった 5 
■警告表示 


表示/警告 

原因 

対処ち法 

m 

a 

電池容量不足画面 

電池容量不足のため、 
すべての動作を停止 
した 

電池を交換してくださ 
い 

B -7 

⑤適 

高温検出警告画面 

SB -700 び過熱して破 
損するおそれびある 
ため、一時的に動作 
を停止した 

自然冷却して、温度び 
下びるのを待ってくだ 
さい 

卜27 

WHRN1NG! 1 

安全回路作動画面 

電圧異常を検出した 
ため、電源スイッチ 
U (がの操作を停止し 
た 

電源を日 FF にしてか 
5電池を取り出し、ご 
購入店またはニコン 
サービス機関に修理を 
依頼してください 

H -29 

発光直後にレディー 
ライトび点滅 

適正露出び得られて 
いない可酷化びある 

スピードライトから被 
写体までの距離を短く 
する、絞り値を開放側 
にするなどして、撮該 
し直してください 

C -5 

C -12 

D -24 

1」モートフラッシュ 
びピーピーピーと 
約3秒間鳴った 

適正露出び得られて 
いない可能性びある 

スピードライトから被 
写体までの距離を短く 
する、絞り値を開放側 
にする、 U モートフラッ 
シュの位置を変えるな 
どして、撮影し直して< 
ださい 

D -24 
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表示/警告 

原因 

巧のち法 

m 

画ぃ 

ON 、 み 

カメラ不適合警告 
画面に LS ) 

アドバンストワイヤレ 
ス増灯撮影びでさな 
いカメラ使巧時に、電 
源スイッチ/ワイヤレス 
増なモードスイッチを 
[ MASTER ] に設定した 

電源スイッチ/ワイヤ 
レス増なモードスイッ 
チを [ ON ] に設定して 
<ださい 

F -1 

力 
画日 

ON 、 み 

x ラ不適合警告 
重（非〔じ） 

〔 LS 非対応カメラ使用 
時に、モードセレクター 
を [ TTL ]、 に N ] に設定 
したか、電源スイッチ/ 
ワイヤレス増灯モード 
スイッチを [ REMOTE ]、 
[ MASTER ] に設定した 

電源スイッチ/ワイヤ 
レス増なモードスイッ 
チを [ ON ] に、モード 
セレクターを [ M ] に設 
定して<ださい 

F -1 

バ「 

ンス警告画面 

フラッシュへッ[-を 
上ち向または左ち方 
向に設定時に「距離 
優先マニュアル発光 
モード」を選択した 

-フラッシュヘッドを正 
面または下方向に設定 
してください 
- ri - TTL 調光」または「マ 
ニュアル発光」モード 
に設定してください 

C -11 

zDDm Err 

ズーム動作機構に異 
常び発生した 

• SB -70 日の電源を入れ 
直して < ださい 
• 電源を入れ直してを表 
示び消えない場合は、 
ご購入店またはニコン 
サービス機関に修理 
を依頼してください 

H -2 弓 
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巧障かな？と届 I つた 5 

圓ワイドパネルび取れてしまつた場合は__ 

. ワイドパネルを設定した状態で強い衝撃を与えると、ワイドパネルび 
がれるおそれびありますので、ごミ主意ください。 

•ワイドパネルび取れてしまった場をの補修は、ご購入店またはニコン 
サービス機関にご依頼<ださい。 

-ワイドパネルび取れるとワイドパネルを設定した状態と同じになり、 
照射角は任意に設定でさなくなります。 


使用上のごま意•資料 
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ガイドナンパーと絞り値、距離について 

ガイドナンバー ( GN ) とはスピードライトの発光量をおす値で、数値び 
大きいほど光量び大きく、光び遠くまで届きます。 

ガイドナンバー=スピードライトか5被写体までの距離 ( m ) x 絞り値 ( F ) 
という関係びあります （ ISO 100の場合)。たとえば、 S 目-700はガイド 
ナンバーび28 ( ISO 100. 照射角 35 mm、FX フォーマット、 スタンダー 
ド配光時、2日で）なので、 ISO 感度び100で絞り値び F 8 なら、ガイドナ 
ンバ ー28 -絞り値8二 3.5 m までスピードライトの光び届くことになり 
ぶ9 〇 

• ISO 100政外の場をは、 IS 日感度に応じてガイドナンバーに下の係数 
を乗じてください。 


ISO 

25 

50 

100 

200 

400 

800 

1600 

3200 

6400 

係数 

0.5 

0.71 


1.4 

2 

2.8 

4 

5.6 

8 


.ガイドナンバーの詳細は「仕様」をご覧ください。（口 H -20) 


因適正な露出が得6れる絞り値、距離のホめ方 


絞り値ニガイドナンパ‘一り so 100. m) X ISO 感度係数-スピードライト 
から被写体までの距離 ( m ) 

スピードライトから被写体までの距離 ( m ) 二 

ガイドナンバ ー( ISO 100. m) X ISO 感度係数今絞り値 
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0 シンナーやベンジンなどの有機溶剤を清浄に使 
用しないこと 

使用禁止火災令健康障害の原因となります。 


圓お手入れの方法 ■ _ 

-駕光パネルにゴ S び付着したまま発光させると、発光パネルの破損に 
つなびります。定期的にパネルを清掃してください。 

-ブ□アーでづ S やホコリを軽く吹さ払った後、柔らかい清潔な巧で 
軽<拭いて<ださい。特に、海辺で使った後は、真水を数滴たらした 
柔らかい清潔な巧で塩分を拭さ取ってから、乾いた巧で軽く拭いて 
乾かしてください。 

-ブラシなどで表示パネルを拭いた場合、静電気で表示パネルび点灯し 
たり、黒く変色した0することびありますび、故障ではありません。 
しばらく放置すると、正常な状態に戻ります。 

-スピードライト内部には、精密な電子部品びをく含まれています。 
振動传衝撃を与えないで<ださい。また、表示パネルを強い力で 
押さないで < ださい。 


お手入れについて 


使用上のごま意•資料 
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■保管の谭_ _ 

-カビや湿気による故障を防ぐため、風通しの良い乾燥したところに 
保管してください。 

-ナフタ U ンや憧脱'、^を発生する器具の近くには、置かないでください。 
•極端に高温になるところ（夏期の車內やス I -ーブなどの近く）には、 
置かないでください。高温になると、故障の原因となります。 

-約2週間な上使用しないときは、電池の液漏れによる故障を防ぐために、 
電池を取り出してください。 

-コンデンサー（スピードライト内部の部品）の劣化を防ぐため、約1ヶ月 
に1回はテスト発光を行ってくださし、。 


■ ご使用になる場所にごミ主意<ださい 


I 極端に温度差びある場所に移動すると、スピードライトの内部传が観 
部に水滴び生じることびあります。バッグやビニール袋などに入れ、 
周囲の溫度になじませてからご使用ください。 

I テレビ塔や高圧鉄塔に近い場所では、強い磁気や電波び発生しており、 
誤作動することびあります。 
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電池についてのごを意 


一般的に、スピードライトは非常に大をな電流を消費するため、電池 
などに記されている充放電回数前に電池び使えなくなる場合びあります。 
電池を交換するとさは、電源を日 FF にしてから、 +- を間違えない 
よラ正しく入れてください。 

電池の両極に油がミちれなどび付着していると、接細不良の原因とな0 
ますので、ごミ主意< ださい。 

電池の仕様により、連続発光して電池び高温になると発光でさなくな 
ることびあります。ただし、電池温度び下びれば、ご使用になれます。 
電池には、低温になるほど性能び低下する性質、使用しないでおくと 
電圧び回復ずる性質、使わなくても自己放電する性質びあります。ご 
使用になる前には電池の容量の確認をむびけて、電池は早めに交換す 
ることをおすすめしまず。 

電池は、高温-多湿になる場所を避けて保管して<ださい。 

充電池のご使用上のミ主意や充電方法などについては、各メーカーの電 
池および充電器の使用説明書をご覧ください。 

充電池政外は充電しないで<ださい。充電すると、破裂する恐れびあ 
ります。 


潑轉驟載也の 

NIMH ソノ 、ノ … 


不要になった巧電式電池は、貴重な資 
源を守るために、廃案しないで巧電式 
載也リサイクル協力店へお持ちくださし、。 


使用上のごま意 • 




表示パネルについて 

■ 表示/ V ネルの巧性_ 

-表示パネルの液晶には指向性びあります。斜め上から見ると読み取り 
にくくなりますび、やや下の方向から見ると読み取りやすくなります。 

-約60で政上の高温下では、一時的に液晶表示び黒くなることびあり 
ますび、常温に戻れば表示ち正常に戻ります。 

-ほ温下では液晶の応答速度び多少遅<なり、表示び読み取りに<<な 
ったり、表示の切り換わりに時間びかかったりすることびありますび、 
常温に戻れば正常に戻りまず。 

圓表示パネルバックライトの点な、消な 

SB - パ)0の電源び日 N の状態でボタンやスイッチを操作すると、バッ 

クライトび点灯して、表示パネルび読み取りやす<なります。 

- SB -70 日を操作しない状態び約16秒間続くと、バックライトは消灯し 
ふ 9 〇 

-カメラ側の表示パネルの照明び点灯すると、連動して SB -700 の表 
示パネルの照明ち点灯します。 函 

誦表示パネルのコントラストの設定 ミ 

表示パネルのコントラストは、カスタムメニューで調整して、読み取り意 

やすくすることびできます。（口 B -16) 

-コントラストは9段階に設定できまず。 
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ファームアップの方ま 

SB -700 のファームアップに対応したカゾラでは、ニコンウェブサイトか 
ら最新のファームウェアをダウン□ー ドして、力:ラボディーからの操 
作でアップデートすることびでさます。 

http :// www . nikon - image . com / support / 

- D 3 カメラはファームウェアび A : 2.0 日、 B : 2.0 日し U 降で対応。 

- D 30 日 カメラはファームウェアび A : 1.1 日、 B : 1.1 日に (降で対応。 

-現在使用中のファームウェアのバージヨンは、カスタムメニューで 
確認でさます。（口 B -17) 

-ファームアップ対応カメラをお持ちでない方は、ニコンサービス機関 
にご相談ください。 


ームアツプに対応していないカメラ 


D 2 シ U - ズ、 D 1 シ U - ズ、 D 200、 D 100、 D 80、 
D 70 シ U - ズ、 D 60、 D 50、 D 40 シ U - ズ 


使用上のごま意•資料 
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使用でをるアクセサリー 


■スピードライトスタンド 
AS -22 

付属品のスピードライトスタンド 
AS -22 と同じちのです。 



■カラーフイルターセット 
SJ -4 

カラーフイルターホルダー、カラ 
ーフイルターケースとカラーフイ 
ルター4種類、12枚のセットです 
- BLUE (青 ）- YELLOW (黄色） 

- RED 啸 ）- AMBER (肌色） 


■ウォーターガード 
WG - AS 1、 WG - AS 2、 
WG - AS 3 

SB - 700とニコンデジタルー眼レ 
フカ；>^ラの組み合わせ時に、カメ 
ラ連動接点への水滴の浸入を防ぐ 
カバーです。 

WG - AS 1 : D 3 シ U - ズ専用 
WG - AS 2 : D 300シ U - ズ専用 
WG - AS 3 


■ スレーブフラッシュ 
コント□— ラー SU -4 



カラーフィルターは消耗品です。 
ご使用条件により異なりますび、 
発光時の熱によって祟イヒします。 
必要に応じて点検の上、交換す 
るよラおすすめいたします。 



マスターフラッシュの発光開始と f * 
発光停止を SU -4 のセンサーで是 
検知し、 SU -4 を取り付けたスピー^ 
ドライトの発光開始と停止を同じ C 
タイ S ングで制御するので、ワイヤ^ 
レス増灯撮影びでさます。 • 
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ほ用でをるアクセサリー 


■ TTL 調光コード 
SC -28/17 (約 1.5 m ) 

スピードライトをカメラから離し 
て i - TTL 調光撮影をする隙に使用し 
ます。王脚取り付け用のねじ巧を 
備えていまず。 



■ TTL 調光コード SC -29 
(約 1.5 m ) 

スピードライトをカメラから離し 
て i - TTL 調光撮影をする隙に使用し 
ます。 AF 補助光機能を備えていま 
す。 



型式 

直列制御ち式 TTL 自動調光スピードライト 

ガイドナンパ‘一(照身寸角 
35 mm 、 FX フォーマッ 

K スタンダード配光時、 
20。〇 

28 ( IS 日100 • m ) /39 (ISO 200 - m ) 

調光範囲 

( i - TTL 調光モード時） 

0.6 m 〜 20 m (フオーマット、配光タイプ、 ISO 感 
度、照射角、絞り値によって異なります） 

配光画角 

配光タイプ切り換え（スタンダード配光/中央部重点 
配光/均質配光） 

FX/DX 切り換え対応 

発光モード 

- HTL 調光モード 
.マニュアル発光モード 
-距離優先マニュアル発光モード 

その他の発光機能 

テスト発光/モニター発光/マルチポイント AF 補 
助光/モデ U ング発光 

ニコンクリエイティブ 
ライティングシステム 

対応カメラと組み合わせると、次の機能び可能。 
i-TTL 調光モード/アドノ（ンストワイヤレスライティン 
グ /FV □ック撮該/発光色温度情報伝達/オート FP 

A イスピードシンク□撮影/マルチポイント AF 補助 
光 

増な撮影機能 

•アドバンストワイヤレスライティング撮該 
- 5 U -4 タイプのワイヤレス増な撮該（リモートモー 
ドのみ） 


使用上のごま意•資料 


£K 

樣 

仕 
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カメラ側の設定によ 
る撮影機能 

カメラのシンク□モード：ス□ーシンク □ (ス□一 
シャッター）/赤目軽減ス□ーシンク □ (ス□-シャッ 
ター）/先幕シンク □/ 後幕シンク □/ 後幕ス□-シ 
ンク □ (ス□-シャッター) 

撮影機能：オート FP 八イスピードシンク□撮影/ 
FV □ック撮該/赤目軽減発光撮該 

バウンス角度 

垂直方向：上方向90°〜正面〜下方向 7- 
(クリック：下 7 V 正面/45° m /75° /弓〇つ 
水平方向：左方向180°〜ち方向180° 

(ク U ック:正面/ 30 V 日 0 V 75 V 9 OV 120 V 150 V 1 80つ 

電源 ON/OFF 

電源スイッチによる切り換え 
スタンバイ機能設定可能 

使用電池 

次の単3形電池の同一種類を4本 
- 1.5 V アルカリ単3形電池 
- 1.5 VU チウム単3形電池 
• 1 .2 V ニッケ J レ水素単3形充電池 

使巧電池別の最短発光間隔、発光回数は（口 H 心4) 

レディーライト 

充電完了：点な 

光量不足警告 （ i - TTL 調光モード/距離優先マニュ 
アル発光モード時 ）：点滅 

レディーライト 
(リ モートモー ド時） 

充電完了：点滅 

光量不足警告 （ i - TTL 調光モード/ SU -4 タイプの 
AUTO モード锁 ：点滅 


鶴 


使用上のごま意•資料 
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巧光時間 

約1/1042砂： M1/1 発光約1/10000秒： MV1 6発光 
(FULL) 約1/18182秒： M1/32 発光 

約1/11%砂： M1/2 発光約1/2班00秒： MV64 発光 
約1/2857砂： M1/4 発光約1/40000秒： MV1 28発光 
約1/5714砂： M1/8 発光 

□ックレバー 

□ックプレートおよび□ックピンにより、アクセサ 
リーシューからの脱落を防止。 

調光補正 

+ 3.0 〜一 3.0 の範囲で1/3段ステップで調光可能。 
(i-TTL 調光モード蹄 

カスタムメ ニュー 項目 

全11項目 

その他の機能 

過熱防止/ファームアップ 

寸法 （W X H X D) 

約71 X 12日 X 104.5 mm 

質量 

約 360g (本体のみ） 

約 450g (1.5V アルカ U 単3お電池X 4本を含む） 

付属品 

スピードライトスタンド AS-22、 バウンスアダプター 
SW-14H、 カラーフイルター SZ-3TN、 カラーフイ 
ルター SZ-3FL、 ソフトケース SS-700 


•仕様中のデータは特に記載のある場合を除を、全て常温 （2 日で)、新品電池を 
使用時のちのです。 害 

•仕様■性能は予告なく変更ずることびありますので、ご了承ください。使用意 
説明書の誤りなどに ついての 補償はご容赦ください。 

•本書記載の会社名、製品名は各社の商標、登録商標です。 料 











仕様 

画調が轟囲 

( i - TTL 調巧モード） 

SB- 700の調光範囲は 0.6m 〜 20m です。調光範囲はフォーマット、配 
光タイプ、 ISO 感度、照射角、絞り値によって異なります。 

-次の表は FX フォーマット、スタンダード配光時の調光範囲表です。 
•各設定状態での調光範囲は、表示パネルで確認でさます（口 C-4)。 

■ FX フォー マット、スタンダード配光時 



ISO 感度 

お射角 （ mm ) 



12800 

6400 

3200 

1 如 0 

800 

400 

200 

100 

14 BA / 

WP 

UBA 

UWP 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 



1.4 








4.9 


7 

12 

13 

14 

16 


18 

19 

19 










20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 



2 

1.4 







3.5 

4.9 

4.9 

8 

8.8 

9.8 

11 

12 

13 

14 

14 










20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

责 

20 



2.8 

2 

1.4 






2.5 

3.5 

3.5 

5.7 

6.2 

7 

7.6 

8.5 

8.8 

9.3 

93 









20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

责 

20 



4 

2.8 

2 

1.4 





1.8 

2.5 

2.5 

4 

4.4 

4.9 

5.4 

6 

6.2 

6.6 

6.6 

詞 








20 

20 

茹 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

20 

阳 

0 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 




1.3 

1.8 

1.8 

2.9 

3.1 

3.5 

3.8 

43 

4.4 

4.7 

4.7 

部 

値 






19 

20 

20 

20 

20 

20 

5 

2 

20 

责 

20 


( F ) 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1,4 



0.9 

1,3 

1,3 

2 

2.2 

2.5 

2.7 

3 

3.1 

3,3 

3,3 








13 

19 

19 

20 

20 

20 

5 

5 

20 

责 

20 



11 

8 

5.6 

4 

2.8 

2 

1.4 


0.7 

0,9 

0,9 

1.5 

1.6 

1.8 

1.9 

2.2 

2.2 

2.4 

2.4 







9.7 

13 

13 

20 

20 

20 

5 

5 

20 

XI 

责 



16 

11 

8 

5.6 

4 

2,8 


1.4 

0.6 

0,7 

0,7 

1 

1.1 

1.3 

1.4 

1.5 

1.6 

1.7 

1,7 






6.9 

9.7 

9.7 

16 

17 

19 

5 

5 

20 

20 




22 

16 



5.6 


2.8 


〇ら 

0,6 

06 

0.7 

0.8 

0.9 

1 

1.1 

1.1 

1? 

り 



11 

8 

4 

2 


S 




















4.8 

6.y 

11 

12 

13 

15 

16 

17 

1« 

1« 
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■ FX フオーマット、スタン ダード配 光 時 



ISO 感度 

お射角 （ mm) 



12800 

6400 

巧助 

1600 

800 

400 

200 

100 

14BA/ 

WP 

14BA 

14WP 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 











0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

87 

0.7 

0.7 

0.8 

0.8 

0.9 

日 . 9 



32 

22 

16 

11 

8 

5.6 

4 

2,8 

S 















4.8 

4.8 

8 

9.7 

10 

11 

U 

1 ゴ 

U 




32 

22 

16 



5.6 


0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 




n 

8 

4 

14 

3A 

3〜4 

5〜6 

6^ 

6〜9 

75 

84 

8〜7 

を 

92 





32 

22 

16 

n 


5,6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 





8 

17 

2A 

2A 

4 

43 

48 

5〜3 

5〜9 

6つ 

6〜5 

6; 

調 

光 

距 

離 

絞 

n 




32 

22 

16 

11 


0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 




8 

U 

广7 

17 

2〜8 

ミ 

な 

17 

を 

43 

46 

46 

値 

( F ) 





32 

22 

16 


0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

i 

囲 





11 

0〜8 

广 2 

12 

2 

1] 

14 

16 

19 

T 

を 

32 







32 

22 

16 

0,6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

m 







0—6 

01 

〇 1 

1—4 

1—5 

U 

1—8 

1] 

1] 

13 

23 








32 

22 


0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0,6 

0.6 









■ 

日〜6 

0~6 

T 

T 

1°2 

1—3 

1—4 

1—5 

16 

ll 














0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 










32 




07 

07 

〇 1 

品 

T 

T 

U 

1~1 



• BA :バウンスアダプター装着時 

• WP :ワイドパネル使巧時 


使用上のごま意•資料 
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仕様 


ズーム セット巧置 

照射ち度 （’） 

き直方向 

水平方向 

12 ( BA / WP ) *1 

120 

130 

14旧 A / WP )" 

110 

120 

17 CBA / WP ) 

100 

110 

24*。 

60 

78 

28 

53 

70 

35 

45 

60 

50 

34 

46 

70 

26 

36 

85 

23 

31 

105パ 

20 

27 

120パ 

18 

25 


ズーム セット位置 

照が闻度 （‘） 

垂直方向 

水平方向 

8 ( BA / WP )'1 

120 

130 

10 ( BA / WP ) 

110 

120 

11(日 A / VVP ) >3 

100 

110 

16*4 

60 

78 

17*4 

57 

75 

18" 

55 

72 

20 

50 

67 

24 

44 

58 

28 

39 

52 

35 

32 

44 

50 

25 

34 

70 

20 

27 

85バ 

17 

24 

105り 

16 

22 

120" 

15 

21 


BA ： バウンスアダプター装着時 WP :ワイドパネル使用時 

ホ1中央部重点配光時 *2 スタンダード配光時 

*3 均質配光時 *4 スタンダード配光および中央部重点配光時 

*5 スタンダード配光および均質配光時 


使用上のごま意•資料 
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誦ガイドナンパー表 


SB -700 のガイドナンパーは FX / DX フォ ー7 ット、配光タイプ、 ISO 感度、 
照射角、発光量によって異なります。 ，^>^1。。 


おが角 
( mm ) 

FX フォーマット 

DX フォーマット 

スタンダード 
配巧 

中央部重点 
配お 

均質配光 

スタンダード 
配光 

中央部重点 
配光 

巧質配光 

8 ( BA + WP ) 

- 

- 

- 

- 

10 

- 

8 ( BA ) 

- 

- 

- 

- 

14 

- 

8 ( WP ) 

- 

- 

- 

- 

14 

- 

10 ( BA + WP ) 

- 

- 

- 

10 

- 

- 

10 ( BA ) 

- 

- 

- 

14 

- 

- 

10 ( WP ) 

- 

- 

- 

14 

- 

- 

11( BA + WP ) 

- 

- 

- 

- 

- 

10 

11( BA ) 

- 

- 

- 

- 

- 

14 

11( WP ) 

- 

- 

- 

- 

- 

14 

12 ( BA + WP ) 

- 

10 

- 

- 

- 

- 

12 ( BA ) 

- 

14 

- 

- 

- 

- 

12 ( WP ) 

- 

14 

- 

- 

- 

- 

14 ( BA + WP ) 

10 

- 

- 

- 

- 

- 

14 ( BA ) 

14 

- 

- 

- 

- 

- 

14 ( WP ) 

14 

- 

- 

- 

- 

- 

16 

- 

- 

- 

23 

25 

- 
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照身お 
(mm) 

FX フォーマット 

DX フォーマット 

スタンダード 
配光 

中央部重点 
is 巧 

均質配光 

スタンダード 
配光 

中央部重点 
is 光 

均質配光 

17 ( BA + WP ) 

- 

- 

10 

- 

- 

- 

17 ( BA ) 

- 

- 

14 

- 

- 

- 

17 ( WP ) 

- 

- 

14 

- 

- 

- 

17 

- 

- 

- 

23.5 

26 

- 

18 

- 

- 

- 

24.5 

27 

- 

20 

- 

- 

- 

26 

28.5 

23 

24 

23 

25 

- 

28 

30 

24 

28 

25 

28 

23 

29 

31.5 

26 

35 

28 

30 

24 

31.5 

33 

28.5 

50 

31 

33 

28 

34.5 

36 

32 

70 

的 

36 

31 

37 

38 

36 

85 

35.5 

38 

34 

38 

- 

37 

105 

37 

- 

3白 

- 

- 

37.5 

120 

38 

- 

37 

- 

- 

38 


• BA :バウンスアダプター装着時 

• WP :ワイドパネル使用時 


仕様 


使用上のごま意•資料 
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■ スタンダード配光 、 ISO 100 ，m 


■ スタンダード配光 、 ISO 100 ，m 


• BA :バウンスアダプター装着時 

• WP :ワイドパネル使巧時 


FX フオーマットガイドナンパ‘一 


発巧量 

照身确 (mm) 



10 

16 

17 

18 

20 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

WP+ 

BA 

BA 

WP 

1/1 

10 

14 

14 

23 

23.5 

24.5 

26 

28 

29 

31.5 

34.5 

37 

38 

1/2 

7.1 

9.9 

9.9 

16.3 

17 

17.7 

18.7 

19.8 

20.5 

21.9 

24 

26.2 

2 日 .9 

1/4 

5 



11.5 

12 

12.5 

133 

14 

14.5 

15.5 

17 

18.5 

19 

1/8 

3.5 

4.9 

4.9 

8.1 

8.5 

8.8 

9.4 

9.9 

103 

11 

12 

13.1 

13.4 

1/16 

2.5 

3.5 

3.5 

5.8 


63 

6.6 


73 

7.8 

8.5 

93 

9.5 

1/32 

1.8 

2.5 

2,5 

4.1 

4.2 

4.4 

4.7 

4,9 

弓 . 1 

5,5 

ら 

6.5 

6.7 

1/64 

1.3 

1.8 

1,8 

2.9 


3.1 

3.3 

3.5 

3.6 

3.9 

4.3 

4.6 

4.8 

1/128 

0.9 

1.2 

1,2 


2.1 

2.2 

2.3 

2.5 

2.6 

2,7 


33 

3.4 


発光量 

照身确 （ mm) 

14 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 

WP + 
BA 

BA 

WP 

1/1 

10 

14 

14 

23 

25 

28 

31 

34 

35.5 

37 

38 

1/2 

7.1 

9.9 

9.9 

16.3 

17.7 

19.8 

21.9 

24 

25.1 

26.2 

26.9 

1/4 

5 



11,5 

12.5 

14 

15,5 

17 

17.8 

18,5 

19 

1/8 

3.5 

4.9 

4.9 

8.1 

8.8 

9.9 

11 

12 

12.6 

13,1 

13.4 

1/16 

2.5 

3.5 

3,5 

5.8 

63 


7.8 

8.5 

8,9 

9.3 

9.5 

1/32 

1,8 

2.5 

2,5 

4.1 

4.4 

4.9 

5.5 


6,3 

6.5 

6.7 

1/64 

1,3 

1.8 

1.8 

2.9 

3.1 

3,5 

3.9 

4.3 

4.4 

4.6 

4.8 

1/128 

0.9 

1.2 

1.2 


2.2 

25 

2.7 


3.1 

3.3 

3.4 


DX フオーマットガイドナンパー 
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仕様 


■ FX フオーマット、スタンダード配光 、 ISO 100 -m 


■ DX フオーマット、スタンダード配光 、 ISO 100 -m 


発光量 

照射角 (mm) 


10 

16 

17 

18 

20 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

WP+BA 

BA 

WP 

1/1 

4.6 

6.4 

6.4 

10.5 

10.8 

11.2 

11.9 

12.8 

13.3 

14.4 

15.8 

17 

17.4 

1/2 

3.3 

4.5 

4.5 

7.4 

7.6 

7.9 

8.4 

9.1 

9.4 

10.2 

11.2 

12 

12.3 

1/4 

2,3 

3.2 

3.2 

5.3 

5.4 

5.6 

6 

6.4 

目'7 

7.2 

7.9 

8.5 

8.7 

1/8 

1.6 

2.3 

2.3 

3.7 

3.8 

4 

4.2 

4.5 

4.7 

5.1 

5.6 

6 

6.2 

1/16 

1.2 

1.6 

1.6 

2.6 

2.7 

2.8 

3 

3.2 

3.3 

3.6 

4 

4.3 

4.4 

1/32 

0.8 

1.1 

1.1 

1.9 

1.9 

2 

2.1 

2.3 

2.4 

2.5 

2.8 

3 

3.1 

1/64 

0.6 

0.8 

0.8 

1.3 

1.4 

1.4 

1.5 

1.6 

1.7 

1.8 

2 

2.1 

2.2 

1/128 

0.4 

0.6 

0.6 

0.9 

1 


1.1 

1.1 

1.2 

1.3 

1.4 

1.5 

1.5 


• FP 発光時のガイドナンバーはシャッタースピード1/500秒、 D 3 カメラ装着時の値です。 
• 上記 FP 発光時のガイドナンバーはシャッタースピードによって変化します。例えばシ 

ャッ タースピードび1/500から1/1000になるとガイドナンバーは1段ルさくなります。 
つま0高速になるほどガイドナンバーは小さ<な0ます。 

•巨 A :バウンスアダプター装着時 

• WP :ワイドパネル使用時 
H-23 


発光量 

照き柄 (mm) 

14 

24 

28 

35 

50 

70 

85 

105 

120 

WP+BA 

BA 

WP 

1/1 

4.6 

6.4 

6.4 

10.5 

11.5 

12.8 

14.2 

15.6 

16.3 

17 

17.4 

1/2 

3.3 

4.5 

4.5 

7.4 

8.1 

9.1 

10 

n 

11.5 

12 

12.3 

1/4 

2.3 

3,2 

3.2 

弓. 3 

日' 8 

6.4 

7.1 

7.8 

8.2 

8.5 

8.7 

1/8 

1.6 

2,3 

2.3 

3.7 

4.1 

4.5 

5 

5,5 

5.8 

6 

日'2 

1/16 

1.2 

1.6 

1.6 

2.6 

2.9 

3.2 

3.6 

3.9 

4.1 

斗.3 

4.4 

1/32 

0.8 

1.1 

1.1 

1.9 

2 

23 

2.5 

2.8 

2.9 

3 

3.1 

1/64 

0.6 

0.8 

0.8 

1.3 

1.4 

1.6 

1.8 

2 

2 

2.1 

2.2 

1/128 

0.4 

0.6 

0.6 

0.9 

1 

1.1 

1.3 

1.4 

1.4 

1.5 

1.5 


FP 発光時のガイドナンパー 


使用上のごま意•資料 





















































■ 電池別の発が囲隔と発が回数 


電池 

最短発光間隔 I 1 

発光回巧- 2 /発光間隔 >1 

アルカ1」電池 (1.5 V ) 

約 2.5 秒 

160回政上/ 2.5 〜3日秒 

エボルタ乾電池 (1.5 V ) 

約 2.5 秒 

230回凹上/ 2.5 〜3日秒 

U チウム電池 a 5 v ) 

約 3.5 秒 

330回政上/え5〜3日秒 

ニッケル水素充電迪 (2600 mAh ) 

約 2.5 秒 

260回政上/ 2.5 〜3日秒 

ニッケル水素充電池（エネループ） 

約 2.5 秒 

230回政上/之5〜3日秒 


*1 :発光間隔は、30砂 （ U チウム電池使用時は120お)）に1回の発光を行っ 
たとをのフル発光相当からレディーライト点なまでの時間です。 

*2: 発光回数は、30砂 （ U チウム電池使刷寺は120砂）に1回の発光を行っ 
たときの、フル発光相当から30秒抑こレディーライトび点なする回数 
です。 

- AF 補助光-ズーム作動-表示パネルのパックライトを使巧しない場合の数 
値です。 

•電池初期での性能です。電池の新旧、および同じ銘柄でち、電池性能の蜜 
更等によってデータび異なることがあります。 

•エボルタ乾電池はパナソニック株式会社の商標です。 












英数字/五十音順 

•各部の名称については r 各部の名称」（口 B -1) をご覧ください。 


巧数き 


A：B.D-13 

AF 補助光 . E-23 

AUTO (才ートモード) . D-18 

BL (バランス）調光 . C-1 

CLS.A-6 

CLS 巧応力;ラ . A-4 

CLS 対応ニコンクールピクス••… G-1 

CLS 非対応一眼レフカメラ . F-1 

び U レンズ . A - 5 

DX フオーマット .A - 目 

FV □ック 撮影 . E-29 

FX フォーマット .A-6 

GN (ガイドナンバ ー). H-6 

GN (距離優先マニュアル 

発光モード） . C- 10 

i-TTL-BL 調光 . C-1 

i-TTL 調光モード . C-1 

i-TTL 対応ニコンクールピクス‘… G-1 

IS 日感度 . C-4、H -目 

ISO 感度係数 . H-6 

M (マニュアルモード） . D-19 


MASTER . D -6 

MENU ボタン . B -4 

OFF (受光禁止) . D -1 弓 

0 K ボタン . B -4 

REMOTE . D ぶ 

SEL ボタン . B -4 

SU -4 タイプのワイヤレス 

増む . D -3、 D -17 

TTL 調光アンダー量 . C -5 

TTL 調光コード . H -13 

ZOOM ボタン . B -4 



赤目軽減ス□ーシンク □ 

(ス□-シャツター)撮影’…… E -30 

赤目軽減発光撮該 . E -30 

アクセサリー . H -12 

アドバンストワイヤレス 

ライティング撮影 . D -2、 D - 弓 

渡幕シンク□撮影 . E - 30 

色補正用カラーフィルター•…•… E -14 
ウォーターガード . H -12 


使用上のごま意•資料 








































才ートパワーズーム . E - 22 

オート FP 八イスピード 
シンク□撮影 . E -28 


ガイドナンバ—— 


• H -6 


ガイドナンバー表 . H -20 

カスタムメニュー . 

過熱防止 . 


. B -13 

. E - 27 

下方バウンス . B - 弓 

カラーフイルター . E -14 

カラーフイルターセット . H -12 


カラーフィルターホルダー . E -16 

キャッチライト反射板 . E -10 

距離優先マニュア J レ発光モード • C -1 0 

近距離撮該 . E -11 

均質配光 . E -3 

クイックワイヤレス 


コント□ールモード’ 


• D -13 


ク ールピ クス . G -1 

グループ . D -4 

堂光灯用カラーフイルター……•‘ E -1斗 

警告表示 . H -3 

光量不足警告……‘ C -5、 〔-12、 D -24 


最短発光間隔 . 

サウンドモニター . 

サウンドモニターの設定…•’ 

先幕シンク □. 

撮儘範囲（フオーマット）…’ 

絞り値 . 

受光禁止 . 

照射角 . 

照射角度表 . 

初期設定 . 

スタンダード i - TTL 調光…… 

スタンダ—ド I 己光 . 

スタンバイ . 

スタンバイ機能の設定……’ 
スピードライトスタンド……’ 
スレーブフラッシュ 

コント□— ラー . 

ス□ーシンク □ 

(ス□ーシャッター）撮該 

セレクタータ‘イヤ J レ . 

増む撮影 . 

測光モード . 


巧月 J なこ：3是•賣お 


44506492 
2 2 1 3 - - 一 1 2 

- - - -Ac- - 
H D B E . - ? E 


6 1 2 6 6 3 

ん。告 K 12 




2 




护 G 











































索引 


回 

着色用カラーフイルター . E -14 

チャンネル . D -4 

中央部重点配光 . E -2 

調光距離 . A -目 

調光範囲 . A -6 

調光範囲表 . H -17 

調光補正 . E - 20 

調光補正値 . E -20 

テスト発光 . E -25 

電池 . B -6、 H - 弓 

電池交換 . B -7 

電池容量不足画面 . B -7 

電球用カラーフイルター . E -14 

取付け脚 . 巨-8 

回 

ニコンク1」エイテイブライテイング 

システムに LS ). A -6 

ニコンクールピクス . G -1 


巧 

配光タイプ . E -2 

配光タイプセレクター . B - 4 

ノ（ウンスアタ’プター . E - 7 

バウンス警告 . H -4 

バウンス撮影 . E - 斗 

バックライト . H -10 

発光回数 . H -24 

発光間隔 . H - 24 

発光モード . C -1、 C -6、 C -10 

発光量 . C -8 

バランス調光 . C -1 

表示パネル . H -10 

ファームアップ . H -11 

ファームウエアバージヨン . B -17 

フオーマット（撮像範囲） . A -6 

フラッシュヘッド . B - 弓、 E -5 

フラッシュヘッド□ック 
解除ボタン . E -5 

回 


マスターフラッシュ（主灯) 


. A -7、 D -6 

マスターモード . D -4、 D -6 

マニュアル発光モード . C -6 


使用上のごま意•資料 






































モードセレクター . B -4 

モデリング発光 . E -25 

モニター発光 . A -6 

百 

1」セット . B -17 

U モートフラッシュ（補助灯） 

. A -7、 D -8、 D -21 

U モートモード . 矿4、 D -8 

レディーライト . B -11、 D -24 

レディーライト 

( IJ モートモード時） . D -24 

連続発光 . B - 5 

□ック解除ボタン . 区-斗 

□ックレノ（一 . 区-8 

Q 

ワイド V くネ J レ . E -12 

ワイヤレス増灯撮該 . D -1 


ワイヤレス増なモードスイッチ 

. D ぶ、 D ぶ 

ワイヤレス U モートセンサー窓 
. D -21 
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アフターサービスについて 

■ この製品の操作方まや修理についてのお B 3 い合わせは 

この製品の操作方法や修理について、さらにご質問びございましたら、 

ニコンカスタマーサポートセンターまでお問いをわせください。 

. ニコンカスタマーヴポートセンターについては、使用説明書裏面を 
ご参照ください。 

•お願い 

•お問い合わせいただく場合には、「お問い含わせ承り書」の内容をご 
確認の上、お問い合わせ<ださい。 

-より正確、迅速にお答えするために、ご面倒でも「お問いをわせ承り書」 

の所定の項目にご記入いただを、 FAX または郵送でお送りください。 
「お問い合わせ承り書」は、コピーしていただくと、繰り返しお使い 
いただけます。 

■修理を巧巧される場合は 

この製品の修理を依頼される場合は、ご購入店、またはニコンサービス 

機関にご依頼ください。 

•ニコンサービス機関につきましては、「ニコンサービス機関のご案内」を 
をご覧ください。 ^ 

•ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することびでさない C 
場合は最蓄〇の販売店、または ニコン サービス機関にご相談ください 。 g 


■補修用性能部品について 

この製品の桶修用性能部品(その製品の機能を維持するために必要な部品） 
の保有年数は、製造巧ち切り後7年を目まとしています。 

-修理巧能期間は、部品保有期間内とさせていたださます。なお、部品 
保有期間経過後ち、修理巧能な場合ちありますので、ご購入店、また 
はニコンサービス機関へお問いをわせください。水没、火災、落下等 
による故障または破損で全損と認められる場をは、修理び不可能とな 
りまず。なお、この故障または破損の程度の判定は、ニコンサービス 
機関にお任せください。 

■ インターネットご利用の方へ 

ソフトウェアのアップデート、使用上のヒントなど、最新の製品テクニ 
カル情報を次の当社 Web サイトでご覽いただくことびできます。 

http://www.nikon-imaqe.com/support/ 

製品をより有効にご利用いただくため定期的にアクセスされることを 
おずすめします。 



ニコンカスタマーヴポートセンター行 

FAX:03-5977-7499 


【お pa いをわせ巧 D 書】 太枠内のみご記入ください 


お問い合わせ曰： 

年 月 

曰 

お買い上げ曰： 

年 月 

曰 

製品名： 

シリアル番号： 


フ U ガナ 



お名前： 




連絡先ご住所：□自宅□会社 


TEL : 

FAX : 

問題び発生した時の症が、表示されたメッセージ、症状の発生頻度： 

(おわかりになる範国で結構ですので，でさるだけ詳し<お書を<ださい） 


&このぺージはコピーしてお使いください。！※整理番号 










c _ 製品の使い方に関ずるお問い合わせ 

<ニコンカスタ マー サポートセンター> 

全国共通のナビタイヤルにお電話ください。 


因 


0570 -02-8000 

-柜呈塞.公ま嚴から肺内魅端でご利用いにだけます 


営業時間: 9:30-18: 00(年末年姑、夏期巧業曰等をおく毎日） 
ナビタイヤルをごか用いただけない皂さは， （03) 6702イ)5乃におかけ<ださ 
し >• ファクシミリでのご巧設は， （03) 5977-7499 にさ居ください。 


L _修理ヴービスのご案内_ ] 

インターネットでの修理のお申し込み 

下記 URL から r ニコンピックアッフサービス J のお申し込みびできます。宅配便などでおをりいただいた場 
合などの r 修理金額見信 D 」、 r 修理が況」、 r が制などもごお認できますのでご利用ください。 
http://www.nikon-image.com/supDort/repair/ 

修理品のお引さ取りを依頼される場合は 
<ニコンピックアップサービス> 

下記のフリーダイヤルでお申し込みいただくと、こ〕ン巧定の配送業ち(ヤマト運輸)び、捆包資巧のお届け-修理 
品のお弓 I さ取 D 、修理をのお届け • 集金までを一巧して提がするサービスです。 

，:•ろ on m Q 1 Ce 営業時間:9:30~18:00(年末年巧 12/29~1 M を际くち日） 

[•XW W I ' WW 乂-〇 I DD ※损のフ U - ダイヤルは.コン指定の SS 鮮けマト里篇)にてを D ます。 

製品に関するお問い合わせは.上記のカスタマーヴポートセンターへお馬いいたします。 

修理に関するお問い合わせは.下記の修理センターへお願いいたしまず。 


修理品を宅配便などでお送りいただく場合の送り先と 
修理に関するお問い合わせは 


< (株）ニコンイメージングジャパン修理センター> 

052 おお巿鶴見区生麦 2 - 2-26 

営業時間:9:30~17:30(±垣日 I 日曜日、巧!日、年末年始、 
夏巧巧業曰など巧社定休曰をおく毎日） 

ナビダイヤルをご利巧いただけない場合は.く 03) 6702-0577 
(ニコンカスタマーサポート t ンタ ー） におかけくだをい。 

6ンターロま、ご来巧の方の窓□びございまはん。宅配拒のみお受けしまず。ご了をください。 


230 - 005 ： 

SBg 0570 -02-8200 

? S ! B ' -® 臨ぶ黯剛肺腊輸:•な im す；;だけます 
参修理セン 
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